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自立定蒲村の創設に向けて

● 2007年度会計報告

● 2007年度農業計画報告 地域に広がり始めた試験農場の成果

現地スタッフに聞く

アフガン流、休日の過ごし方

ムッラーヘの授業料

炎天下のチャイ休憩

近在の農民に支えられたセキュリティ

スタッフー丸となって小さな命を救う

学校に通い始めたスタッフ

人災と天災の荒野

●ワーカー OB報告⑧ニジェールで植林教育とかまど作り

表紙絵 カープル山の手の医院（画 ・甲斐大策）

中村七

ペシャワール会事務局

伊藤和也・進藤陽一郎・山口敦史・高橋修

村井光義

近藤真一

神代大輔

松永貴明

芹沢誠治

西野恭平

河本定子

福元満治

神戸秀樹

ベシャワール会は、 1983年9月、中村哲医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され

ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願つています。
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n立定着村の創設に阿けて
厭m;i『町閉輝懺{I呪閂信削『II

これほど大規模な形で虚偽が根を張る時代もなかった。その結果か、一つの閉塞感が泄界を支配してい

る。枇界を立て続けに襲う天変地異、冊界規模の金融破綻、食糧不足が人為の錯覚を揺さぶり、人々に不

安の運動を起こす。まぎれもなく、私たちは時代の大きな転換点を生きている。だがアフガニスタンで得

た体験は、逆に私たちを楽天的にする。人間にとって絶対に必要なものは多くない。様々な評論と情報を

組み合わせて、戦争の正当化が横行するが、一つの事実だけは明白である。「国際協力」と称する外国軍

が何を守るのか不明だが、我々には守るべき人間としての営みがあることである。

中村哲PMS（ペシャワール会医療サービス）総院長

パ
キ
ス
タ
ン
に
波
及
す
る
混
乱

無
政
府
状
態
の
拡
大
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0
七
年
度
は
、
八
八
年
の
ソ
連
軍
撤
退
、

0
一
年

の
ア
フ
ガ
ン
空
爆
に
次
い
で
、
過
去
最
も
変
動
の
激

し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
欧
米
軍
が
約
七
万
名
に
増
派

さ
れ
て
戦
火
は
泥
沼
状
態
と
な
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
ほ
ぼ
全
土
で
政
府
の
威
光
は
地
に
落
ち
、
無

政
府
状
態
が
急
速
に
広
が
っ
た

(
0
八
年
初
頭
に
発

表
さ
れ
た
米
情
報
部
の
報
告
で
さ
え
「
政
府
支
配
地

区一―

1
0
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
し
て
い
る
）
。
農
村
部
で

外
国
軍
と
そ
の
協
力
者
が
安
全
で
い
ら
れ
る
地
域

は
、
も
は
や
消
滅
し
つ
つ
あ
る
。
ア
フ
ガ
ン
東
部
で

は
、
米
軍
の
協
力
者
と
し
て
振
舞
っ
て
き
た
パ
シ
ャ

イ
民
族
系
の
軍
閥
た
ち
も
、
タ
リ
バ
ー
ン
勢
と
妥
協

の
道
を
探
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
多
く
の
地
域
で
、

行
政
の
末
端
に
タ
リ
バ
ー
ン
勢
力
の
参
加
な
し
に
秩

序
が
保
た
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
派
手
な
ふ
れ
こ
み

あ

げ

く

で
行
わ
れ
た
「
対
テ
ロ
戦
争
」
は
葵
大
な
浪
費
の
挙
旬
、

そ
の
破
綻
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え

よ
う
。
餓
え
た
膨
大
な
人
々
の
群
れ
は
、
も
は
や
沈

黙
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
破
局
は
日
前
に
迫
っ

て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

混
乱
は
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
を
も
揺
る
が
せ
た
。
米

国
の
忠
僕
と
し
て
「
テ
ロ
リ
ス
ト
掃
討
」
を
進
め
た

て
よ
い
。

え

ん

さ

ム
シ
ャ
ラ
フ
政
権
は
、
全
国
民
の
怨
嵯
の
的
と
な
り
、

ブ
ッ
ト
ー
女
史
の
賠
殺
、
各
地
の
暴
動
と
反
乱
の
後
、

政
権
か
ら
退
い
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
隣
接
す
る

北
西
辺
境
州
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
、
事
態
は
よ
り

深
刻
で
あ
っ
た
。

0
七
年
夏
、
ワ
ジ
リ
ス
タ
ン
に
次

い
で
、
ス
ワ
ト
や
コ
ハ
ー
ト
地
方
で
大
規
模
な
反
乱

が
起
き
た
。

0
八
年
一
月
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
近
郊
で
、

政
府
も
手
を
つ
け
な
か
っ
た
一
大
麻
薬
組
織
が
タ
リ

バ
ー
ン
系
の
組
織
に
よ
っ
て
壊
滅
さ
せ
ら
れ
、
多
く

の
人
々
に
歓
迎
さ
れ
た
。
無
政
府
状
態
は
政
府
や
米

軍
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
支
持
を
得
る
イ
ス
ラ
ム

主
義
勢
力
の
手
に
よ
っ
て
収
拾
さ
れ
る
勢
い
を
見
せ

て
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
市
内
は
平
穏
を
保
っ
て
い

る
が
、
郊
外
は
既
に
タ
リ
バ
ー
ン
勢
力
と
そ
の
同
調

者
に
よ
っ
て
実
効
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ

米
軍
は
ア
ル
カ
イ
ダ
勢
力
に
よ
る
も
の
と
断
じ
、

直
接
兵
力
を
進
め
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る

が
、
そ
の
信
憑
性
は
薄
い
と
思
え
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
共
に
ア
ラ
ブ
系
団
体
に
対
す
る

不
信
感
が
強
く
、
民
衆
の
間
で
は
、
「
ア
ル
カ
イ
ダ

と
米
国
の
連
携
プ
レ
ー
」
と
い
う
噂
ま
で
横
行
し
て

い
る
。
過
去
、
欧
米
に
お
け
る
テ
ロ
実
行
犯
は
、
は

と
ん
ど
が
先
進
国
社
会
で
育
っ
た
ア
ラ
ブ
系
の
エ
リ

ー
ト
層
で
あ
り
、
欧
米
杜
会
の
病
理
こ
そ
が
テ
ロ
の

温
床
だ
と
識
者
た
ち
は
述
べ
、
国
際
主
義
の
ア
ル
カ

イ
ダ
と
徹
底
し
た
土
着
主
義
の
タ
リ
バ
ー
ン
勢
力
と

は
、
か
な
り
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
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難民キャンプの青空学級で元気に朗読をする少女

か
ん
ば
つ

旱
魃
の
進
行
と
「
国
際
社
会
」
の
無
知

ア
フ
ガ
ン
難
民
強
制
送
還
と
東
部
の
混
乱

る
。
二
千
万
人
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
民
族
を
抹
殺
せ
ぬ

限
り
、
タ
リ
バ
ー
ン
運
動
は
消
滅
し
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
ア
フ
ガ
ン
人
や
パ
キ
ス
タ
ン
人
に
と
っ

て
は
、
迷
惑
な
話
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

大
混
乱
が
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
産
物
だ
か
ら
だ
。

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
「
ア
フ
ガ
ン
難
民
強
制
帰
還
」

が
本
格
化
し
た
の
も
、
外
圧
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
が
「
テ
ロ
リ
ス
ト
の
温
床
」
と
み
な
さ

れ
て
次
々
と
閉
鎖
さ
れ
、

0
七
年
四
月
に
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
の
カ
ッ
チ
ャ
ガ
レ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
が
完
全
に

撤
去
さ
れ
、
数
万
家
族
が
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
っ

た
。
続
い
て
、
シ
ャ
ム
シ
ャ
ト
ゥ
な
ど
、
貧
困
層
が

集
ま
る
キ
ャ
ン
プ
が
閉
鎖
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
影

響
を
ま
と
も
に
受
け
た
の
が
主
に
東
部
ア
フ
ガ
ン
地

域
で
、
落
の
み
着
の
ま
ま
沙
漠
地
帯
に
放
り
出
さ
れ

た
人
々
の
集
団
が
目
立
っ
て
い
る
。
カ
ー
ブ
ル
で
の

復
興
劇
を
よ
そ
に
、
東
部
・
南
部
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン

人
の
地
域
は
、
無
政
府
状
態
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
、

パ
キ
ス
タ
ン
に
隣
接
す
る
パ
ク
テ
ィ
ア
、
バ
ク
テ
ィ

カ
、
ザ
ー
ブ
ル
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
、
ク
ナ
ー
ル
ら
の

諸
州
で
は
、
飢
え
た
数
百
万
の
民
衆
の
怒
り
が
暴
発

寸
前
だ
と
誰
も
が
見
て
い
る
。
冬
季
、
カ
ー
ブ
ル
を

中
心
に
発
生
し
た
数
万
人
の
凍
死
者
は
、
主
に
こ
れ

ら
の
人
々
で
あ
っ
た
。

政
情
以

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
民
衆
に
と
っ
て
、

か
ん
ば
つ

上
に
脅
威
な
の
は
、
大
旱
魃
に
よ
る
食
糧
不
足
で
あ

る
。
既
に

0
六
年
の
段
階
で
「
食
料
自
給
率
六

0
パ

ー
セ
ン
ト
以
下

(
W
F
P
11
世
界
食
糧
計
画
発
表）
」
と

さ
れ
た
が
、
農
地
の
沙
漠
化
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ

り、

0
七
年
秋
、
東
部
ア
フ
ガ
ン
で
は
コ
メ
・
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
は
さ
ら
に
壊
滅
的
な
打
怯
を
受
け

た
。
こ
れ
に
祉
界
的
な
食
糧
危
機
が
重
な
り
、
イ
ラ

ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
小
麦
輸
入
が
一
時
停
止
し

た
。
主
食
で
あ
る
小
麦
価
格
は
二
倍
以
上
の
裔
値
を

維
持
し
て
お
り
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
自
ら
「
国
民
の

い
た
ず
ら

半
分
が
飢
え
て
い
る
」
と
訴
え
た
が
、
欧
米
側
は
徒

に
軍
事
力
強
化
を
図
る
に
終
始
し
、

真
剣
な
取
り
組

い
か
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
食
糧
不
足
が

容
易
に
暴
動
に
発
展
し
、
収
拾
の
つ
か
ぬ
事
態
に
な

る
こ
と
は
十
分
予
測
さ
れ
る
。
首
都
を
大
混
乱
に
お

と
し
い
れ
る
の
は
困
難
で
は
な
い
。
し
か
し
、
農
村

を
基
盤
と
す
る
タ
リ
バ
ー
ン
側
も
、
現
在
の
と
こ
ろ

混
乱
を
望
ま
ず
、
「
外
国
軍
と
そ
の
同
調
者
だ
け
を

標
的
と
す
る
」
と
宣
言
、
自
重
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
一
方
、
欧
米
軍
の

P
R
T
（
地
域
復
興
支
援
）
の

実
態
は
、
軍
事
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
宜
撫

工
作
に
近
い
も
の
で
、
民
衆
は
反
感
を
抱
い
て
い
る
。

国
連
組
織
さ
え
そ
の
「
手
先
」
と
し
て
し
ば
し
ば
住
民

か
ら
襲
穀
さ
れ
、
面
の
世
界
で
展
開
す
る
実
態
は
、

日
本
で
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
か
け
離
れ
て
い

る。

ラ
イ
ス
国
務
長
官
が

「
I
S
A
F
（
国
際
治
安
維
持
軍
）
は
戦
闘
部
隊
で
あ

る
べ
き
だ
」
と
明
言
、
主
力
の

N
A
T
O
軍
に
積
極

的
に
参
加
し
て
き
た
国
々
の
中
に
も
、
軍
事
力
に
よ

る
収
拾
に
懐
疑
的
な
声
が
広
が
り
始
め
て
い
る
。
ま

た
、
こ
と
さ
ら
イ
ス
ラ
ム
教
を
冒
涜
す
る
よ
う
な
欧

米
側
の
動
き
に
は
、
宗
教
的
偏
見
を
感
ぜ
ざ
る
を
得

な
い
。
モ
ス
ク
や
マ
ド
ラ
サ
（
寺
子
屋
）
を
平
気
で
空

爆
す
る
の
が
日
常
茶
飯
事
と
な
り
、
米
軍
が
コ
ー
ラ

ン
を
標
的
に
射
繋
訓
練
し
た
り
、
反
対
を
押
し
切

ゃ

ゅ

っ
て
デ
ン
マ
ー
ク
が
ム
ハ
ン
マ
ド
を
椰
楡
す
る
出
版

物
を
刊
行
し
た
り
で
、
激
し
い
反
感
を
買
っ
て
い
る

（
四
月
、
カ
ー
ブ
ル
市
内
の
官
邸
の
前
で
カ
ル
ザ
イ

大
統
領
暗
殺
未
遂
事
件
、
五
月
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド

特
に

0
八
年
に
な
っ
て
、
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の
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
が
爆
破
さ
れ
、
外
国
兵
へ
の

襲
整
と
死
亡
は
、
過
去
六
年
間
で
最
高
に
達
す
る
こ

と
は
確
実
視
さ
れ
て
い
る
）
。

民
衆
の
間
で
餓
死
と
凍
死
が
相
次
ぐ
中
、
一
部
に

は
華
美
な
風
俗
が
人
々
の
慣
習
を
無
視
し
て
横
行
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
欧
米
人
へ
の
敵
意
が
高
ま
っ
て
い

る
。
首
都
カ
ー
ブ
ル
を
一
歩
離
れ
る
と
、
バ
シ
ュ
ト

ウ
ン
人
を
中
心
に
、
全
土
で
イ
ス
ラ
ム
主
義
勢
力
へ

の
支
持
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
よ
い

。

日
本
国
内
で
議
論
が
沸
騰
し
た
「
イ
ン
ド
洋
で
の

後
方
支
援
11

給
油
活
動
」
は
、
幸
い
ほ
と
ん
ど
現
地

で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
最
大
の
民
生
支
援
国
」
で
あ

る
こ
と
が
政
府
・
反
政
府
を
問
わ
ず
、
好
感
を
持
っ

て
迎
え
ら
れ
て
い
た
。
在
日
ア
フ
ガ
ン
大
使
も
、
日

本
が
（
ア
フ
ガ
ン
の
国
土
に
）
兵
力
を
送
ら
ぬ
こ
と

を
望
む
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
私
た
ち
に
と

っ
て
大
き
な
安
全
に
な
っ
て
い
た
の
は
疑
い
が
な
い
。

し
か
し
、
六
月
に
な
っ
て
「
日
本
軍
(
]
a
p
a
n
e
s
e
T
r
o
o
p
)
 

派
遣
検
討
」
の
報
が
伝
え
ら
れ
る
や
、
身
辺
に
危
機

を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
余
り
に
現
状
を
知
ら
ぬ

軽
率
な
政
治
的
判
断
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
日
本
が
兵
力
を
派
遣
す
れ
ば
、
わ
が

P
M
S
（ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
は
邦
人
ワ
ー
カ
ー
の

生
命
を
守
る
た
め
に
、
活
動
を

一
時
停
止
す
る
。
こ

れ
ま
で
、
少
な
く
と
も
ア
フ
ガ
ン
東
部
で
親
日
感
情

を
つ
な
い
で
き
た
糸
が
切
れ
る
と
、
自
衛
隊
は
も
ち

対
日
感
情
の
動
き

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
現
地
活

動
へ
の
影
響

ろ
ん
、
邦
人
が
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
。
私
た
ち
は

ア
フ
ガ
ン
人
が
「
故
郷
を
荒
ら
す
日
本
兵
」
を
攻
撃
す

る
の
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
悲
し
む
べ
き
こ

と
だ
が
、
こ
れ
が
冷
厳
な
現
実
で
あ
る
。
こ
の
末
期

の
段
階
で
軍
事
行
動
に
協
力
す
る
愚
か
さ
の
帰
結
を
、

身
に
し
み
て
知
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

わ
が
現
地
活
動
も
、
こ
の
よ
う
な
政
情
と
食
糧
危

機
に
大
き
く
振
り
回
さ
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
難
問
が
重

な
っ
た
年
も
珍
し
い
。
列
挙
す
る
と
、

-
．
食
糧
価
格
の
急
激
な
高
騰
で
、
こ
の

一
年
で
五

回
の
昇
給
を
く
り
か
え
し
て
対
処
し
た
が
、
職
員

た
ち
の
中
に
は
、
一
ヶ
月
の
給
与
で
半
月
し
か
家

族
を
養
え
ぬ
者
も
少
な
か
ら
ず
、
そ
の
生
活
保
障

が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

二
．
要
人
・
外
国
人
拉
致
が
多
発
し
、

0
八
年
三
月

以
来
、
カ
イ
バ
ル
峠
の
ト
ル
ハ
ム
国
境
通
過
が
パ

キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ン
両
政
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ

れ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

P
M
S病
院
と
ジ
ャ
ラ
ラ
バ

ー
ド
支
部
と
の
連
絡
が
途
絶
え
が
ち
と
な
り
、
管

理
体
制
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
含
た
。

三
先
進
国
の
シ
ス
テ
ム
を
性
急
に
導
入
し
よ
う
と
、

ア
フ
ガ
ン
社
会
の
伝
統
を
無
視
し
た
「
診
療
所
改

善
命
令
」
が
出
さ
れ
、
一
時
は
ア
フ
ガ
ン
の
ダ
ラ

エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
が
危
機
に
瀕
し
た
。
パ
キ
ス
タ

ン
の
北
端
ラ
シ
ュ
ト
診
療
所
も
活
動
を
停
止
し
た
。

六
．
ア
フ
ガ
ン
国
内
の
治
安
悪
化
に
対
す
る
「
危
機

対
策
」
を
自
力
で
講
ぜ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
（
こ

れ
ま
で
農
村
部
住
民
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
、

そ
の
保
護
に
頼
っ
て
き
た
が
、
日
本
政
府
の
動
き

に
な
っ
て
い
る
。

四
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
本
拠
と
す
る

P
M
S
病
院
は
、

「
難
民
救
済
団
体
」
と
し
て
合
法
性
を
得
て
い
た

た
め
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
定
め
た
期
間
（
二
〇

0
九
年
十
二
月
ま
で
に
難
民
を
帰
す
）
内
に
、
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
側
へ
移
転
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

五

日

本

人

ワ

ー
カ
ー
の
ビ
ザ
発
給
を
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
が
制
限
す
る
よ
う
に
な
り
、
著
し
く
業
務
に

支
障
を
来
た
し
、
ワ
ー
カ
ー
の
受
け
入
れ
が
困
難 用水路にかかる橋に集まった子どもたち
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次
第
で
は
、
そ
の
保
証
も
な
く
な
る
）
。

•
9

9
,

I

'
,
9

9
0
i
9
9
9
9

會

9
9
9
9
9
9
1
9
9
9
9
1
1
9
9
9

ー
，
＇

・

'
9

9
9
9
9
9
9
.

~
二
0
0
七
年
麿
の
硯
地
酒
動
の
概
要

一

•9

999

11

• 

し
、
こ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
事
業
そ
の
も
の

は
粘
り
強
く
継
続
さ
れ
た
。
医
療
事
業
は

P
M
S
病

院
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
共
に
多
大
の
労
力
を
払

っ
て
患
者
の
診
療
が
継
続
さ
れ
た
。
一
時
早
期
移
転

を
追
ら
れ
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
本
部
は
、
活
動

許
可
を
与
え
ら
れ
、
一
年
半
後
の
移
転
を
目
指
し
て
、

診
療
の
質
の
向
上
に
努
力
が
傾
け
ら
れ
て
い
る
。

用
水
路
事
業
は
、

0
七
年
四
月
に
第
一
期
十
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
完
成
、
連
続
し
て
第

二
期
八
•
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
突
貫
工
事
態
勢
に
入
っ
た
。

0
八
年

春
に
大
混
乱
が
起
こ
る
と
予
測
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
基
金
す
べ
て
を
費
や
し
て
、
早
期
完
成
が
指
示

さ
れ
た
。
工
事
は
驚
異
的
な
速
さ
で
進
展
、

0
八
年

現
在
、
う
ち
五
•
五
（
総
延
長
一
八
•
五
）
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
完
成
、
工
事
先
端
は
最
終
地
点
ニ

―
•

五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
近
づ
い
て
い
る
。

農
業
関
係
で
は
、
五
年
間
の
地
道
な
成
果
が
上
が

り
つ
つ
あ
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
普
及
、
悲
願
の
茶
の

生
産
の
見
通
し
が
立
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

か
な
め

共
同
休
復
興
の
要
と
も
い
う
べ
き
「
マ
ド
ラ
サ
（
伝
統

的
な
寺
子
屋
）
」
の
建
設
に
着
工
し
た
。

東
部
ア
フ
ガ
ン
か
ら
外
国
人
の
姿
が
消
え
た
が
、

私
た
ち
は
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
安
全
に
万
全
を
期
し
、

地
方
政
府
内
の
好
意
と
、
住
民
た
ち
の
保
護
で
仕
事

の
継
続
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
「
無
政
府
状
態
」と

医
療
事
業

は
い
え
、
地
方
農
村
共
同
体
の
秩
序
は
ま
だ
保
た
れ

て
お
り
、
政
治
的
中
立
を
掲
げ
る
限
り
、
党
派
を
超

え
て
保
設
さ
れ
て
い
る
状
態
と
い
え
る
。

政
情
の
変
化
を
受
け
て
、
活
動
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
た
。
ア
フ
ガ
ン
側
で
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
の
外

国
人
の
陸
路
交
通
が
禁
止
さ
れ
、
連
絡
が
途
絶
え
が

ち
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
乳
幼
児
死
亡
率
を
下
げ
る
」

と
し
て
、
矢
継
ぎ
早
に
出
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ン
保
健
省

の
方
策
は
、
分
娩
室
の
設
置
を
求
め
る
な
ど
、
家
庭

出
産
が
普
通
で
あ
る
山
村
の
診
療
所
に
合
わ
ず
、
多

少
の
混
乱
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

診
療
所
は
西
野
医
師
ら
の
常
駐
に
よ
っ
て
、
著
し
く

改
善
さ
れ
た
。

0
七
年
度
は

P
M
S
基
地
病
院
を
中

心
に
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
一
一
七
、
二
六
三

名
が
診
療
さ
れ
た
（
別
表

1
¥
3
)
。

一
方
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
の

P
M
S
病
院
は
、

二
0
0

七
年
四
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
事
実

上
の
閉
鎖
要
求
で
、
一
時
混
乱
し
た
が
、
結
局
「
ニ

0
0
九
年
十
二
月
に
難
民
を
完
全
に
帰
す
ま
で
存
続

し
得
る
」
と
い
う
許
可
を
得
た
。
余
裕
を
与
え
ら
れ

て
、
現
在
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
ヘ
の
移
転
が
少
し
ず
つ

準
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
時
取
り
ざ
た
さ
れ

た
よ
う
に
、
決
し
て
閉
鎖
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
い
。
東
部
ア
フ
ガ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
・
北
西
辺
境

州
は
事
実
上

一
体
で
あ
っ
て
、
患
者
た
ち
は
蘭
単
に

国
境
を
越
え
て
や
っ
て
く
る
。
少
な
く
と
も
ハ
ン
セ

I

e

病
患
者
診
療
に
つ
い
て
は
、
日
本
が
自
衛
隊
を
派

遣
せ
ぬ
限
り
、
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
大
き
な
影
響
が
出

る
こ
と
は
な
い
。

2
．
水
源
事
業

二
0
0
1
―
一
年
三
月
に
着
工
し
た
全
長
十
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
用
水
路
は
、
二

0
0
七
年
四
月
、
四
年
の

歳
月
を
か
け
て
第
一
期
工
事
を
完
了
し
た
。
第
二
期

は
六
・
八
か
ら
八
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
延
長
さ
れ
、

直
ち
に
工
事
が
始
ま
っ
た
。
既
に
無
政
府
状
態
で
治

安
当
局
か
ら
し
ば
し
ば
警
告
が
あ
り
、

0
八
年
に
日

本
人
ワ
ー
カ
ー
を
退
去
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
を

想
定
、

「
い
の
ち
の
基
金
」
全
て
を
は
た
い
て
も
敢
行

す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
掛
か
り
な
工
事
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
第
二
期
工
事
ル
ー
ト
も
予
想
以
上
の
難

所
が
多
く
、
切
り
通
し
ト
ン
ネ
ル
、
三
つ
の
貯
水
池

造
成
、
土
石
流
の
渓
谷
通
過
、
大
が
か
り
な
岩
盤
巻

き
上
げ
工
事
な
ど
、
多
大
な
努
力
が
払
わ
れ
た
。
予

定
し
た
年
度
内
完
成
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、

0

八
年
五
月
現
在
、
五
・
八
（
総
延
長
一
八
・
八
）
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
を
完
成
、
潅
水
が
始
ま
っ
た
。

工
事
先
端
は
予
定
の
ニ
―
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最

終
目
的
地
の
「
ガ
ン
ベ
ー
リ
ー
沙
漠
」
に
達
し
た
。

O

八
年
秋
ま
で
に
完
成
す
る
こ
と
は
確
実
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
広
大
な
面
積
（
約

一
五

0
0
町
歩
）
が
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
Q
a
p
a
n
Canal)
の
直
接
灌
漑
に

①
水
路
建
設
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表 1．各診療所の治療数 表3.PMS病院検査数の内訳

診療所 外来数 外傷治療数 入院数

PMS基地病院 33,691 3,471 995 

ラシュト 診療所 1,985 82 

゜ダラエ・ヌーノレ診療所 27,263 1,165 

計 62,939 4,718 995 

表2．各診療所の診療数と検査件数

国名 バキスタン アフガニスタン

地域名 ペシャワール ラシュト 北東部山岳地帯

病院・診療所名 PMS ラシュト ダラエ・ヌール

外来患者総数 33,691 1,985 27,263 

【内訳］ 一般 32,620 1,983 26,258 

ハンセン病 74 1 

゜てんかん 528 

゜
230 

結核 167 

゜ ゜マラリア 302 I 775 

入院患者総数 995 

゜【内訳］ ハンセン病 98 

゜ハンセン病以外 897 

゜外傷治療総数 3,471 82 1,165 

手術実施数

゜ ゜検査総数 15,391 

゜
1,056 

【内訳】 血液一般 2,810 

゜
94 

尿 2,828 

゜
136 

便 2,126 

゜
101 

抗酸性程菌 408 

゜
8 

マラリア・リーシュマニア 1,487 

゜
716 

その他 5,732 

゜
I 

リハビリテーション実施総数 5,029 

゜サンダル・ワークショップ販売総数 ， 
゜

浴し、数ヵ月後に沙漠に潅水が始まると計三

千町歩が耕作地となる（左ページ概念図参照）。

二00七年秋から冬にかけて、東部アフガ

ニスタンは異常な川の低水位、少雨に襲われ

た。東部一帯はコメとトウモロコシの収穫が

壊滅に近かった。ジャララバード北部の最大

の農村、シェイワ郡とベスード郡を潤す用

水路の取水も困難となり、一時は危機的な状

況であった。シェイワでは自然河道の回復と
ぜき

堅牢な取水堰の建設が行われ、ベスードでは

大掛かりな堰上げ工事が行われた。この結果、

他地域で飢饉が進行する中、両者で計四五〇

ノ町歩がかろうじて救われ、平年より二五バ

血液 2,810 

尿 2,828 

便 2,126 

らい菌淮沫検究 114 

抗酸性枠菌 408 

マラリア血液フ ィルム 1,409 

リーシュマニア 78 

生化学 1,303 

レントゲン 675 

心電園 205 

超音波断層写真 1,131 

病理組織検査 26 

体液（髄液・胸腹水等） 10 

その他 2,268 

小計 15,391 

---シェイワの取水口の完成セレモニーで挨拶する中村医師



7
 

ペシャワール会報 No.96 2008年 6月25日

ー
セ
ン
ト
増
の
小
麦
収
量
を
得
た
。

第
二
期
工
事
の
詳
細
は
別
表

5
に
譲
る
。

②
井
戸
事
業

二
0
0
七
年
四
月
に
飲
料
水
源
は

一
五
五

0
ヶ
所

を
超
え
た
。
し
か
し
、
水
路
沿
い
を
除
け
ば
、
地
下

水
位
の
下
降
は
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
楽
観
は

で
き
な
い
。

新
た
な
試
み
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
か
ら
の
汲

み
上
げ
ポ
ン
プ
な
ど
、
地
表
水
の
有
効
利
用
に
希
望

3
．
農
業
関
係

五
年
を
経
た
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
の
試
験
農
場
は
、

地
味
で
は
あ
る
が
着
実
な
成
果
を
上
げ
た
。
サ
ッ
マ

イ
モ
の
普
及
は
勢
い
づ
き
、
確
実
に
人
々
の
間
に
浸

透
し
て
い
る
。
日
本
米
の
導
人
は
意
外
な
結
果
を
生

み
、
収
量
が
現
地
米
よ
り
五

0
％
増
産
で
き
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
た
が
、
地
元
と
異
な
る
脱
穀
技
術
の

を
つ
な
い
で
仕
事
が
進
め
ら
れ
た
。

第二期工事概念図

以
下
の
ワ
ー
カ
ー
が
事
業
に
参
加
し
た
（
表

4
)
。

0
七
年
度
は
、

0
八
年
春
以
降
に
生
じ
得
る
政
情
の

混
乱
を
想
定
、
積
極
的
な
ワ
ー
カ
ー
募
集
は
行
わ
な

4
 

凡
入
な
ど
に
大
き
な
努
力
が
払
わ
れ
た
。
パ
キ
ス
タ

ン
・
ス
ワ
ト
地
方
で
過
去
に
日
本
米
が
定
着
し
た
例

も
あ
る
の
で
、
大
い
に
希
望
が
持
た
れ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
緑
茶
の
最
大
消
費
国
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
て
輸
入
で
あ
る
。
ケ
シ
に
代
わ
る
有

望
な
換
金
作
物
と
し
て
、
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
。

0
六
年
か
ら
栽
培
地
を
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル

渓
谷
の
高
地
に
移
し
て
か
ら
希
望
が
見
え
始
め
、

0

七
年
度
は
初
の
小
規
模
な
「
出
荷
」
が
行
わ
れ
た
。
特

筆
す
べ
ぎ
は
、
試
験
農
場
よ
り
も
近
辺
の
農
家
に
配

布
し
た
も
の
の
方
が
活
着
率
良
好
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
ア
フ
ガ
ン
高
地
沿
い
に
自
然
に
拡
大
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
詳
細
は
、
農
業
担
当
者
の
報
告

に
譲
る
。

0
八
年
度
は
次
に
述
べ
る
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
を
取

り
ま
く
情
勢
の
た
め
、
規
模
縮
小
は
や
む
を
得
な
い
。

し
か
し
、
仮
に
一
時
的
な
空
白
期
間
が
生
じ
て
も
、

一
旦
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
如
何
に
存
続
、
拡
大

す
る
か
を
観
る
良
い
機
会
に
も
な
り
得
る
。

0
八
年

度
、
農
業
班
の
主
力
は
、
後
述
の
自
立
定
着
村
の
開

拓
事
業
に
移
り
、
大
が
か
り
な
植
林
と
共
に
、
食
糧

生
産
の
向
上
を
本
格
化
、
水
路
事
業
と
事
実
上
一
体

化
さ
れ
る
。ワ

ー
カ
ー
派
遣
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か
っ
た
。

0
八
年
度
は
特
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
常
駐

の
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
を
段
階
的
に
減
ら
し
、
速
や
か

な
退
避
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。
九
月
ま
で
に
用

水
路
に
多
か
っ
た
ワ
ー
カ
ー
を
半
減
し
、
年
内
に
用

水
路
関
係
は
私
と
ア
フ
ガ
ン
人
だ
け
で
回
せ
る
態
勢

を
目
指
し
て
い

る
。
大
が
か
り
な
食
糧
暴
動
と
略
奪

の
発
生
や
農
村
地
帯
の
戦
場
化
、
日
本
の
陸
上
自
衛

隊
派
造
の
決
定
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
全
員
を
退
去

さ
せ
る
。

5
．
そ
の
他

シ
ェ
イ
ワ
郡
に
復
活
し
た
農
村
で
は
、
多
く
の
帰

還
難
民
で
人
口
が
増
加
、
地
域
の
要
と
な
る
マ
ド
ラ

サ
が
農
村
共
同
体
の
復
活
に
不
可
欠
と
な

っ
た
。
こ

の
た
め
、
地
元
農
民
と
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
政
府
の
懇

請
を
入
れ
、

0
七
年
十
二
月
鍬
入
れ
式
を
行
い
、
本

格
的
工
事
が

0
八
年
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

0
八
年

度
に

は
六
百
名
を
収
容
で
き
る

モ
ス
ク
、
四
百
名
の

学
童
が
学
べ
る
校
舎
を
完
成
す
る
予
定
。
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
に
あ
ふ
れ
る
戦
争
孤
児
た
ち
も
、
こ
こ
で
多

数
を
吸
収
、
教
育
の
機
会
を
与
え
得
る
。
寮
は
時

間
と
予
算
の
関
係
で
、

0
九
年
度
に
予
定
し
て
い
る
。

マ
ド
ラ
サ
の
運
営
は
、

地
域
あ
げ
て
住
民
た
ち
の
手

で
行
わ
れ
る
。

•
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9

9
9
9
9
9

ヽ

ー
ニ
oo::::年
麿
計
圃

．
＇
’
●

9

ヽ

9
9
,
‘
‘
9
9
9
9
9
9
9
9
1
1
9
9
9
•
9
9
9
9
1

・
~
9
9
1
9
9
9
9
9
9
·
~
1
9
9
9

事
業
は
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
連
続
で
あ
る
が
、

新
し
い
も
の
と
し
て
「
自
立
定
着
村
」
が
あ
る
。

用
水
路
は
第
二
期
工
事
ニ
―
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
点
ま
で
を
八
月
中
に
完
成
予
定
、
そ
の
後
は
難
エ

事
が
無
く
な
り
、
人
力
と
ト
ラ
ク
タ
ー
程
度
で
工
事

可
能
な
第
三
期
工
事
に
入
る
。
第
三
期
工
事
は
事
実

上、

「
沙
漠
緑
化
」
と
「
農
地
開
拓
」
で

あ
る
。

こ
の

た
め
、
幅
一

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
、
長
さ
ニ
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
砂
防
林
造
成
を
同
時
に
進
め
て
い

る
。
食
糧
危
機
が
当
面
去
ら
ぬ
こ
と
を
想
定
、

P
M

s職
員
や
用
水
路
建
設
に
長
く
従
事
し
た
熟
練
作
業

員
(
11
沙
漠
化
で
生
計
手
段
を
失
っ

た
近
隣
農
民
）
を

定
住
さ
せ、

「
水
路
関
係
の
職
能
集
団
の
村
」
と
し
て

表 4.ワーカー派遣事業

自給自足、今後の水路保全に当たらせる計画

を実現する。農業班も、これまでの経験をこ

こで大々的に生かすことができる。

また、アフガニスタンが現状のまま推移す

れば、現金給与はいずれ意味を持たなくなり、

食糧自給で生活を保障する以外に方法がなく

なる。外国人が去った後も、用水路の保全は

何世代もかけて地元民自らの手で行われるも

のであるから、これが水・農業計画の最後で

不可欠の仕上げとなる。

全体に0八年度は、日本人ワーカーの不

◎医療

l 藤田千代子 院長代理 ・看設部長 91年 9月 継続中

2 坂尾 美知子 臨床検査技師 02年 7月 継続中

3 杉山大二朗 ダラエヌール診股所受付薬局 05年 2月 継続中

4 村井光義 会計 OS年 3月 継続中

5 河本定子 楽局 05年 9月 継続中

6 西野恭平 ダラエヌール診療所医師 07年 5月 継続中

7 宇都宮雄高 看設師 08年 2月 継続中

◎灌漑用水路建設計画・農業計画

8 近藤真一 用水路 03年 1月 継続中， 伊藤和也 農業 03年 12月 絋続中

10 本田 潤一郎 用水路 04年 1月 07年 12月終了

11 松永費明 用水路 04年 4月 継続中

12 進藤陽一郎 農業 04年 5月 糾続中

13 鬼木稔 用水路 04年 5月 07年］2月終了

14 芹澤誠治 事務 05年 4月 08年 5月終了

15 横山尚佑 用水路 05年 9月 07年 11月終了

16 木薮健児 用水路 06年 5月 07年 5月終了

17 辿 岡修 用水路 06年 8月 07年 6月終r
18 西和 泉 支部会計 06年 9月 07年6月終了

19 長 橋努 用水路 06年 12月 07年 5月終了

20 竹内英允 事務 06年 4月 08年4月終了

21 神代大軸 支部会計 07年 2月 継続中

22 西山浩司 事務・炊事担当 07年 3月 07年 8月終了

23 山口敦史 用水路 07年 3月 継続中

24 佐々木啓泰 用水路 07年 4月 継続中

25 梅本霊邦 用水路 07年 5月 07年 11月終r
26 石橋周一 用水路 07年 5月 08年 4月終了

27 藤澤文武 用水路 07年 7月 継続中

28 山中正義 事務 08年 2月 継続中

◎定期・短期派遣者

29 高 橋修 農業顧問 02年 3月 定期

30 石橋忠明 用水路 03年 12月 定期

31 紺野道寛 用水路 03年 7月 栢期

32 鈴 木学 用水路 03年 3月 短期

34 鈴木祐治 用水路 03年 6月 短期
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建設中のマドラサ（伝統的寺子屋）

在
で
、
事
業
の
一
時
的
縮
小
ま
た
は
停
止
は
や
む
を

得
な
い
。
事
は
長
期
的
視
野
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
、

一
時
の
騒
乱
状
態
が
去
れ
ば
、
再
開
さ
れ
る
。
と
は

い
え
、

H
本
が
軍
事
的
関
与

(
I
S
A
F
1
1
国
際
治

安
支
援
部
隊
に
参
加
）
せ
ず
、
早
く
外
国
軍
が
去
っ

て
平
和
が
戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

9
9
9
9
9
•
9
9
9
9
9
9
9
9
9

し
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9

9
9
9

~
―
1
0
0七
年
麿
を
ふ
り
か
え
っ
て

一

”
ヽ
9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

、

早
い
も
の
で
、

0
八
年
度
を
以
っ
て
私
た
ち
の
現

地
活
動
は
、
四
分
の
一
世
紀
を
経
る
こ
と
に
な
る
。

二
五
年
間
が
夢
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
に
遭
遇
し
た
挙
句
、
遠
い
日
本
と
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
が
、
現
在
の
よ
う
な
形
で
つ
な
が
る

．
 

一
r・

か
い
{

る
令
•
9
.
'

表 5．用水路第二期工事の概要

①水路の名称 マルワリード用水路(MarwaridCanal,Marwaridはペルシャ語で「真珠」の意。通称JapanCanal) 

②全長 8.6キロメートル

③場所 アフガニスタン国内ナンガルハル朴lシェイワ郡ブディアライ村から同郡シギ村まで

⑤平均傾斜 0.00073 

⑥標高差（落差） 6.3 m(K池貯水池末端 624.30m、シギ村ガンベーリー沙漠 618.00m) 

⑦予定流量 3.0 - 5.0 m'/ sec. （限界最大量 6.0mリ

⑧推定損失水量 30% （浸透損失 20%、無効水 10%)

⑨灌漑給水能力 2.5 - 4.5 m'/ sec. (400,000 m'/ day) 

⑩推定灌漑可能面積 約 5,000ヘクタール（約 5000町歩＊）

＊すでに灌漑している耕地と給水量から算出。土壌の保水性、作付けの相違で、日本の基準とは必ずしも一致しない。

⑪水路沿い植樹総数 約 10万本

⑫設計・施工者 PMS（ペシャワール会医療サービス）

⑬工期（第二期工事） 2007年4月～ 2009年 3月

区域I長さ (m)
開水路幅

（底部～上部）

L
 

1,350 

M 1,260 

平均

傾斜

4.5 - 10.0 m 

6.0 m 

0.001 

0.001 

水路 1.0m時の

流速と流量

流速（m／秒）卜流量（mヅ秒）1橋1切り通し 1サイフォンヤk門l

岩盤掘削と盛り土による造成。切り

遥し：長さ約 90m、鉄筋コンクリ

ートで掩蔽、 トンネル化

M貯水池；長さ約 450m、土手の長

さ 20m、幅 50mで 4段分割。ナ石
流は緩流化して摂水

1.32 

1.46 

6.611 

7.311 

コンクリート構造物

3
 

工種と主な付帯工事

2
 

N 2,190 6.0 m 0.001 1.37 8.211 蜀状地約 1.5kmの横断

゜
1,000 4.5 - 10.0 m 0.001 1.26 7.6 3

 

〇貯水池：長さ約 200m。完成

p
 

950 5.0 m 0.001 1.16 6.5 
急峻な崖地の長い切り通し。約 500

m。/L事l「'

Q
 

1,850 6.0 m 0,001 （未定） （未定）
丁1叫％控沿いの土手造成。コンク

リート構造物は完成

霞 t| 8,60, 

注 I;詳細は完成時に報告

, 3 | 2 | 5 | 9 

注2;シェイワ取水口、ベスートの堰は後日、測量の上報告
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戸ヽ

―
つ
の
時
代
の

i-
＜
 

と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
古
い
社
会
体
制

の
打
破
を
叫
ん
だ
都
市
青
年
層
が
ソ
連
軍
の
干
渉
を

招
き
、
そ
の
反
動
を
育
成
し
た
米
国
自
身
が
今
、
同

様
な
「
国
際
正
義
」
を
掲
げ
て
泥
沼
の
戦
争
に
手
を
焼

い
て
い
る
。
か
つ
て
一
万
二
千
名
の
兵
力
は
七
万
名

に
迫
り
、
「
対
テ
ロ
戦
争
」
は
末
期
的
な
段
階
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

激
変
を
被
っ
た
の
は
日
本
も
同
じ
で
あ
る
。

二
五
年
前
、
平
和
教
育
が
叫
ば
れ
、
太
平
洋
戦
争

の
戦
火
を
く
ぐ
っ
た
世
代
が
ま
だ
社
会
の
中
堅
に
い

た
。
日
本
の
文
化
や
伝
統
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
、

平
和
国
家
と
し
て
再
生
す
る
意
気
込
み
I

も
う
そ

さ
び

れ
は
幾
分
錆
つ
い
て
は
い
た
が
、

自立定着村を建設するガンベーリー、右下隅が 21.5km地点

精
神
的
気
流
を
な
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
に
従

っ
て
歩
め
ば
、
そ
れ
で
大
過
は
な
い
と
信
じ
て
い
た
。

だ
が
、
現
在
を
見
渡
す
と
今
昔
の
感
が
あ
る
。
進
歩

だ
の
改
革
だ
の
の
言
葉
が
横
行
す
る
う
ち
に
、
と
ん

で
も
な
く
不
自
由
で
窮
屈
な
世
界
に
な
っ
た
と
さ
え

思
わ
れ
る
。

図
ら
ず
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
体
験
を
通
し
て
、

こ
れ
だ
け
通
信
・
交
通
手
段
が
発
展
し
な
が
ら
、
情

報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
な
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
そ
の
時
代
の
錯
覚
の
中
で
生
き
ざ
る
を
得
な
い

の
は
、
い
つ
の
世
で
も
同
じ
な
の
だ
。
つ
か
の
間
の

平
和
は
、
戦
争
と
戦
争
の
間
の
小
春
日
和
で
あ
っ
た

に
す
ぎ
な
い
。
人
々
は
昔
と
変
わ
ら
ず
、
蝙
さ
れ
や

す
い
。
「
大
衆
は
愚
か
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
を
述
べ
て

侶
じ
込
ま
せ
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
た
の
は
確
か
ヒ
ト
ラ

ー
で
あ
っ
た
が
、
哀
し
い
か
な
、
事
実
で
あ
る
。
愚

か
な
戦
を
積
極
的
に
で
も
消
極
的
に
で
も
受
け
入
れ

る
世
情
に
対
し
、
い
さ
さ
か
で
も
逆
ら
う
こ
と
に
世

間
は
冷
淡
で
あ
る
。
平
和
の
声
は
細
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
形
で
虚
偽
が
根
を

張
る
時
代
も
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
か
‘
―
つ
の
閉

塞
感
が
世
界
を
支
配
し
て
い
る
。
世
界
を
立
て
続
け

に
襲
う
天
変
地
異
、
世
界
規
模
の
金
融
破
綻
、
食
糧

不
足
が
人
為
の
錯
覚
を
揺
さ
ぶ
り
、
人
々
に
不
安
の

運
動
を
起
こ
す
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
私
た
ち
は
時
代

の
大
き
な
転
換
点
を
生
き
て
い
る
。
だ
が
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
得
た
体
験
は
、
逆
に
私
た
ち
を
楽
天
的
に

す
る
。
人
間
に
と
っ
て
絶
対
に
必
要
な
も
の
は
多
く

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ

な
い
。
様
々
な
評
論
と
情
報
を
組
み
合
わ
せ
て
、
戦

争
の
正
当
化
が
横
行
す
る
が
‘
―
つ
の
事
実
だ
け
は

明
白
で
あ
る
。
「
国
際
協
力
」
と
称
す
る
外
国
軍
が
何

を
守
る
の
か
不
明
だ
が
、
我
々
に
は
守
る
べ
き
人
間

と
し
て
の
営
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

0
八
年
度
も
こ
の
視
座
を
失
わ
ず
、
心
あ
る
人
々

と
力
を
合
わ
せ
、
活
動
を
積
み
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。

九
州
大
学
医
学
部
卒
。
専
門
11
神
経
内
科
（
現
地
で
は

内
科
・
外
科
も
こ
な
す
）
。
国
内
の
病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
の
州
都
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二
十
三
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン

病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
民
層
の
診

療
に
携
る
。
一
九
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た

め
の
事
業
を
開
始
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
一
二
つ
の

診
療
所
を
設
立
。
九
八
年
に
は
基
地
病
院

P
M
S
を
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を

待
つ
だ
け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診

療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
行
っ
て
い
る
。
二

0
0
0

年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対

策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復

旧
。
作
業
地
千
四
百
ヶ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら

に
0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復

興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
継
続
、

0
1
―
一
年
三
月
か
ら

は
灌
漑
水
利
計
画
に
落
手
、

0
七
年
三
月
第

一
期
工
事

完
成
。
年
間
診
療
数
約
六
万
人
（
二

0
0
七
年
度
）
。
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2007年麿の主な収支
寄付を頂きました団体の御名前につきましては紙面の都合上、割愛させていたださますc

期間 2007年4月～2008年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

1 会費•寄付

2 補助金等

3 利息雑収入

4 その他収入

5 基金より繰入

年度収入計

前年度繰越

収入計

収益事業会計

［収入の部］

書籍売上

ビデオ売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書籍原価

雑費

送料等経費

租税公課

経貨合計

当期収益（一般会計繰入）

［支出の部］

266,541,760① 1 現地協力共

0 ぅちPMS運営費

676,628 井戸掘り事業

25,171 農業支援事業

200,000,000 灌漑用水路

467,243,559 アフガン事務所

4,659,445② 現地ワーカー伐

471,903,004 渡航費

国内活動費

2 広報費

3 事務局費

年度支出計

次年度繰越

支出計

468,826 

4,000 

700,200 

1,173,026 

「いのちの基金」残高

期首残高

一般会社へ繰入

緊急時運営積立金

期末残混

450,000,000 

200,000,000 

100,000,000 

150,000,000 

事禦親横（寄付件数•事藁額）の推移
―

―

―

-

i
i
 

〗
二
[
[
[

451,2 I 6,796 

13,008,420③ 

1,654,122④ 

968,266⑤ 

396,908,659⑥ 

9,763,354⑦ 

15,446,300⑧ 

8,386,900 

5,080,775 

5,929,647 

9,870,536 

467,0 I 6,979 

4,886,025 

471,903,004 

402,855 :・・-------------------• ------------• • • --

567,000 ： 未使用切手、書き損じ葉書の寄付
178,000⑨ : 

， 寄付いただいた件数 1,020件
1,147,855 ; 

25,171 
， 未使用切手枚数 35,687枚

： 同金額 2,993,677円相当

I 甚き損じ築—畠枚数 28,046枚

同 金額 1,357,688円相当

： 合計金額 4,351,365円相当

l ＊会報発送共用等の節約になっています。

・---------------------------------------

ヽ
~

↓̂ ベー

円
支

7
 

額
，

業
，

事
1
6

度

9

①
個
人
会
費
寄
付
（
個
人
一
九
、
二
四
八
件
、
団
体
九
一

0
件
）
年

167囮゜゚

②
「
い
の
ち
の
基
金
」
か
ら
繰
入

2
 

．
 

③
バ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
ク
ン
診
療
所

④
飲
み
水
許
供
給
小
業
⑤
竹
物
育
成
試
験
許

⑥
蔑
業
用
湘
漑
用
水
路
建
設

⑦
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
小
務
所
⑧
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
致
（
滞
在
村
、
通
信
袋
）

1983-2007（年震）

”UHL5 

事業額

“,413.9 ,,,,,.,,、'

29.162.◄ I. _____' 
＝三45,12

48,092.7 
6%) 

8,889.0 
8,134.4 □上四

o| 6 983 7 | 7 739 6 | 旦.:2%¥| (~:.506%1) | 6-6-2.9:6l心ー[98.7%.:I:8:8o□ [6 044 7 

,I l(')J,1%) I (93,8%) 
(93 0%） （88.4%） 

0,`三 5`）]5%）

個人会費•寄付件数 685

団体寄付件数 55

8000 

6000 

4000 

2001 

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

1,097 1,322 2,202 2,722 3,096 3,503 3,283 2,968 3,432 3,279 3,467 59,478 21,167 18,07915,11918,449 19,027 19,248 

91 98 114 159 191 145 150 221 135 172 176 689 1,730 1,275 953 932 903 910 

1991 1992 1993 
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昨
年
の
―
一
月
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
カ
ラ
イ
シ
ャ

ヒ
・
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
両
試
験
農
場
で
収
穫
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。
提
供
し
た
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
現
地

風
に
調
理
さ
れ
た

H
本
米
と
大
豆
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

蒸
か
し
と
チ
ッ
プ
ス
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
試
験
農
場
の

生
産
物
を
使
っ
た
料
理
で
す
。
地
域
の
長
老
達
を
始

め
大
勢
の
展
家
が
参
加
し
て
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
試
験
成
果
を
地
域
へ
広
め
る
役
割
を

担
っ
て
く
れ
た
農
家
達
の
お
か
げ
で
、
賑
や
か
な
収

穫
祭
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
有
り
難
く
思
い

な
が
ら
、
以
下
、
各
作
物
の
地
域
へ
の
普
及
状
況
を

中
心
に
こ
の
一
年
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

収
穫
祭
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
用
い
た
日
本
米

は
、
昨
年
四
三
戸
の
農
家
が
栽
培
し
ま
し
た
。
試
験

現
地
品
種
の
一
・
五
倍
日
本
米
の
収
量
に
大
反
響

は
じ
め
に

：
大
盛
会
の
収
穫
祭

農
業
計
画
現
地
担
当

伊
藤
和
也
・
進
藤
腸
一
郎
・
山
口
敦
史

＠二

0
0七
年
度
農
業
計
画
報
告

農
業
指
導
員

農
場
で
は
三
年
続
け
て

一
0
ア
ー
ル
(
-
千
平
方
メ

ー
ト
ル
）
当
た
り
六

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
弱
の
高
収
量

で
す
が
、
周
辺
農
家
で
も
四
五

0
キ
ロ
か
ら
五
〇

0
キ
ロ
と
い
う
、
現
地
の
平
均
か
ら
す
る
と
一
•
五

倍
以
上
の
高
い
収
量
を
上
げ
大
評
判
と
な
り
ま
し
た
。

農
家
の
食
料
を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
わ
よ

く
ば
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
食
卓
で
毎
日
日
本
米
を
食

べ
ら
れ
れ
ば
と
、
若
千
利
己
的
な
動
機
も
交
え
て
普

及
に
踏
み
切
っ
た
我
々
と
し
て
は
本
当
に
嬉
し
い
結

果
で
す
。

し
か
し
問
題
も
あ
り
ま
す
。
日
本
米
は
乾
燥
時
の

高
温
に
よ
っ
て
砕
け
米
が
発
生
し
ま
す
が
、
現
地
の

慣
例
よ
り
も
田
植
え
を
遅
く
し
た
り
、
直
射
日
光
に

当
て
す
ぎ
な
い
乾
燥
方
法
に
す
る
な
ど
の
工
夫
に
よ

り
、
大
分
解
決
の
目
途
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
彼
ら
に
と
っ
て
は
砕
け
米
の
発
生
よ
り
も
日
本
米

特
有
の
脱
穀
の
困
難
性
の
方
が
厄
介
な
問
題
の
よ
う

で
す
の
で
、
図
面
を
見
な
が
ら
「
千
歯
こ
き
」
を
試
作

高
橋
修

地
域
に
広
が
リ
始
め
た
試
験
農
場
の
成
果

し
、
よ
り
容
易
な
脱
穀
作
業
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

農
家
か
ら
「
日
本
で
戦
前
に
使
っ
て
い
た
道
具
を
今

更
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
持
ち
込
む
と
は
怪
し
か
ら

ん
ー
」
な
ど
と
冷
や
か
し
も
あ
り
ま
し
た
が
、
使
い

慣
れ
る
に
つ
れ
て
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
千
歯
こ
き
は
江
戸
時
代
の
道
具
で
あ
る
こ
と

は
伏
せ
て
あ
り
ま
す
。

な
お
今
年
は
、
農
家
の
要
望
に
応
え
て
キ
ャ
ナ
ル

流
域
に
も
日
本
米
を
普
及
し
て
い
く
計
画
で
す
。

収
穫
祭
の
メ
ニ
ュ
ー
の
も
う
―
つ
の
狙
い
は
、
今

年
特
に
普
及
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
大
豆
の

料
理
を
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。

「
畑
の
肉
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
栄
養
価
の
高
い
大
豆

さ
す
が
、
実
際
に
食
べ
て
知
っ
て
も
ら
う
の
が
最
上 日本米も供された試験農場の収穫祭
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日本米は予想以上の収量

の
方
策
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
反
応
は
上
々
で
、
普

段
「
お
前
ら
が
来
い
っ
て
言
う
か
ら
来
て
や
っ
た
ん

じ
ゃ
、
早
く
飯
は
出
さ
ん
の
か
？
」
と
文
句
し
か
言

わ
な
い
爺
様
達
も
、
「
こ
の
豆
は
芙
味
い
」
「
種
を
く.9

ね

れ
る
な
ら
是
非
う
ち
で
も
栽
培
し
た
い
」
「
畑
の
畦

周
り
に
植
え
て
み
よ
う
と
思
う
が
ど
う
じ
ゃ
ろ
？
」

と
好
印
象
を
示
し
て
く
れ
、
こ
ち
ら
か
ら
も
「
ど
ん

ど
ん
種
を
増
や
す
か
ら
是
非
栽
培
し
て
下
さ
い
」
と

宣
言
し
ま
し
た
。

大
豆
は
播
種
時
の
土
壌
水
分
を
調
節
し
て
発
芽
さ

え
す
れ
ば
、
乾
燥
に
も
強
く
僅
か
の
肥
料
で
良
く
育

ち
、
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
に
二

0
0
キ
ロ
前
後
の
裔

い
収
量
を
出
せ
る
目
途
が
つ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は

採
種
用
の
栽
培
面
積
を
倍
増
し
、
よ
り
多
く
の
食
卓

で
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

飼
料
作
物
で
は
エ
ン
麦
が
突
出
し
た
好
成
績

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
夏
期
に
は
ソ
ル
ゴ
ー
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、
ま
た
冬

期
に
お
い
て
は
エ
ン
麦
が
有
望
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
昨
年
か
ら
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
エ
ン
麦
は
、
①
飼
料
が
不
足
す
る
冬
期
か
ら

春
先
に
か
け
て
二
＼
三
回
の
刈
り
取
り
が
可
能
で
あ

り
、
②
現
地
で
一
般
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
小
麦
や

牧
草
と
同
じ
要
領
で
栽
培
が
可
能
で
あ
る
、

③
ま
た

容
易
に
自
家
採
種
が
で
き
る
、
と
い
う
三
点
で
農
家

の
評
価
が
高
く
、
一
般
農
家
へ
の
普
及
も
順
調
に
進

行
中
で
す
。
昨
年
の
秋
に
試
験
農
場
の
近
く
の
農
家

五
0
戸
を
選
定
し
て
種
子
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
い

ず
れ
の
農
家
も
良
い
成
績
を
収
め
、
「
う
ち
の
畑
で

は
一
二
回
刈
れ
た
ぞ
ー
」
「
い
や
う
ち
で
は
四
回
刈
っ

て
更
に
伸
び
て
い
る
ー
」
「
見
ろ
！
う
ち
は
ク
ロ

ー
バ
ー
と
混
ぜ
て
育
て
た
ら
冷
害
が
な
か

っ
た
ー
」
、

な
ど
と
農
家
同
士
が
自
慢
話
を
通
じ
て
無
償
の
広
報

活
動
を
担
っ
て
く
れ
、
大
幅
な
普
及
拡
大
へ
向
け
て

の
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
と
ソ
ル
ゴ
ー
は
、
毎
年
数

戸
ず
つ
に
種
子
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
刈
り
取

り
で
き
る
生
草
量
の
多
さ
か
ら
年
ご
と
に
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
数
十
戸
の
農
家
か
ら
の
希
望

に
対
し
て
種
子
配
布
が
追
い
つ
い
か
な
い
状
態
で
す
。

そ
こ
で
今
年
は
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
採
種
圃
場
を
倍

増
し
、
ま
た
ソ
ル
ゴ
ー
は
採
種
栽
培
用
の
種
子
を
更

マラリア蚊防除対策として期待される除虫菊

i
し
、
彼
ら
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
努
力
を
し
て

い
る
最
中
で
す
。

現
地
で
は
必
ず
ど
の
家
で
も
牛
・
ヤ
ギ
等
を
飼
っ

て
い
る
た
め
、
家
畜
飼
料
の
確
保
は
主
食
用
の
作
物

と
同
等
に
生
活
内
容
を
左
右
す
る
重
要
な
案
件
で
す
。

我
々
は
小
規
模
の
農
家
で
も
十
分
な
飼
料
確
保
が
達

成
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
現
在
、
こ
こ
に
取
り

上
げ
た
三
種
類
の
飼
料
作
物
の
普
及
に
必
要
な
種
子

の
生
産
を
急
い
で
い
ま
す
。

除
虫
菊
は
日
本
で
は
蚊
取
り
線
香
の
原
料
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
地
で
は
マ
ラ
リ
ア
蚊
防
除

と
農
薬
の
自
給
と
い
う
二
つ
の
効
用
が
狙
え
る
貴
重

な
作
物
で
す
。
実
の
と
こ
ろ
当
初
我
々
は
除
虫
菊
と

野
草
と
の
区
別
す
ら
つ
か
ず
、
せ
っ
せ
と
野
草
も
一

じ
ょ
ち
ゅ
う
ぎ
く

除
虫
菊
に
注
目
集
ま
る
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つ
い
に
始
ま
っ
た
製
茶

緒
に
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
誠
に
お
恥
ず
か
し
い

限
り
で
す
。
苦
労
の
甲
斐
あ
っ
て
こ
の
春
見
事
に
美

し
い
白
い
花
を
畑
一
面
に
咲
か
せ
て
く
れ
、
試
験
農

場
の
目
玉
の
―
つ
に
な
り
ま
し
た
。

面
白
い
の
は
、
見
か
け
に
よ
ら
ず
と
い
う
べ
き
か
、

あ
る
い
は
い
つ
も
目
に
映
る
も
の
に
色
気
が
な
い
か

ら
か
、
除
虫
菊
は
農
家
の
オ
ヤ
ジ
達
に
大
変
好
か
れ

て
お
り
、
頻
繁
に
除
虫
菊
畑
の
周
辺
に
た
む
ろ
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

実
は
除
虫
菊
は
虫
除
け
の
効
果
と
同
時
に
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ひ
げ
オ
ヤ
ジ
を
呼
び
寄
せ
る
フ
ェ
ロ

モ
ン
効
果
も
あ
っ
た
の
か
な
ど
と
勝
手
に
納
得
し
つ

つ
、
今
年
は
夏
の
耐
暑
性
、
採
種
の
方
法
な
ど
を
確

か
め
る
期
間
と
し
て
栽
培
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
か
ら
五
年
前
、

二
0
0
三
年
の
一
―
月
に
パ
キ

ス
タ
ン
の
試
験
場
か
ら
貰
っ
た
苗
を
定
植
し
た
茶
園

と
、
二

0
0
五
年
に
日
本
で
寄
贈
頂
い
た
種
子
か
ら

育
て
た
北
部
集
落
の
茶
園
で
、
念
願
の
春
一
番
茶
が

大
々
的
に
摘
み
取
れ
た
こ
と
は
今
年
一
番
の
ニ
ュ
ー

か
よ
ど

ス
で
す
。
製
茶
は
茶
園
の
近
く
に
寵
を
設
け
、
初
め

て
の
緑
茶
作
り
を
興
味
深
そ
う
に
見
つ
め
る
周
辺
の

農
家
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
賑
や
か
に
製
茶
作
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
茶
栽
培
の
か
ね
て
か
ら
の
課
題
は
、
夏
場
の
高

温
と
ア
ル
カ
リ
土
壌
障
害
へ
の
対
策
で
す
が
、
夏
場

の
高
温
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
遮
光
用
に
ソ
ル
ゴ

幻
の
ブ
ド
ウ
・
つ
い
に
収
穫
ヘ

ー
を
壁
の
よ
う
に
生
や
し
て
い
た
の
に
対
し
、
今
年

あ
ん
ず

か
ら
は
杏
の
木
を
茶
圃
内
に
均
等
に
植
え
付
け
、
恒

久
的
な
遮
光
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
逆
の
発

想
で
農
家
の
杏
園
に
茶
を
植
え
付
け
た
り
と
い
う
試

験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

も
う

―
つ
の
課
題
で
あ
る
土
壌
の
ア
ル
カ
リ
性
の

調
整
に
つ
い
て
は
、
現
在
な
お
解
決
の
見
通
し
が
立

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
茶
の
木
が
枯
死
し
て
も
お
か
し

く
な
い
ペ
ー
ハ
値
を
示
す
畑
で
す
が
、
茶
摘
み
が
で

き
る
ほ
ど
に
成
長
し
て
く
れ
本
当
に
驚
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
も
は
や
人
知
の
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
、

ア
ッ
ラ
ー
の
神
様
が
手
助
け
を
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
な
ど
、
典
家
と
多
少
冗
談
め
か
し
て
話

し
合
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
そ
れ
で
ア
ッ
ラ
ー
の
神
の
見
え
ざ
る
手
助

け
を
有
り
難
く
頂
き
な
が
ら
、
お
茶
好
き
の
ア
フ
ガ

ン
人
が
毎
日
飲
む
お
茶
を
少
し
ず
つ
で
も
自
給
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ブ
ド
ウ
は
こ
れ
ま
で
毎
年
、
実
る
寸
前
に
な
る
と

こ
と
ご
と
く
近
隣
の
子
供
達
に
盗
み
食
い
さ
れ
、
悔

し
い
思
い
を
し
な
が
ら
肝
心
の
食
味
が
分
か
ら
な

い
幻
の
ブ
ド
ウ
の
世
話
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
昨

年
は
心
を
鬼
に
し
て
子
供
達
を
追
い
散
ら
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
盗
み
食
い
が
止
ま
ら
な
い
の
で
本
当
の

鬼
に
な
っ
て
や
ろ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
。
今
年
は
つ
い
に
た
わ
わ
に
実
っ
た
子
実
を
収
穫

で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
の
で
一
転
気
が
和
み
、

我
々
も
ア
ッ
ラ
ー
の
神
な
ら
ぬ
仏
の
心
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
会
報
が
皆
様
の
手
に
届
い
て
い
る
頃
に
は
、

き
っ
と
念
願
の
ブ
ド
ウ
を
「
美
味
し
い
ー
」
と
農
家
達

と
一
緒
に
味
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
、
新
た
に
剪
定
し
た
枝

を
使
っ
た
挿
し
木
苗
を
生
産
す
る
試
験
を
開
始
し
ま

し
た
。
す
で
に
苗
木
配
布
の
要
望
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
乾
い
た
農
村
の
生
活
に
甘
い
潤
い
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
日
を
待
ち
望
み
な
が
ら
、
今
後
も

苗
木
の
増
殖
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
冬
は
特
に
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
種
芋
の
保
存

を
終
え
、
よ
う
や
く
苗
の
芽
が
出
た
時
に
は
ホ
ッ
と

↓
ま
し
た
。
こ
れ
で
我
々
の
試
験
農
場
が

二
年
続
け

サ
ツ
マ
イ
モ
を
腹
一
杯
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

ダラエヌールのお茶畑と進藤ワーカー
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救荒作物として期待されるサツマイモ

て
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
の
生
産
・
配
布
セ
ン
タ
ー
と
し
て

機
能
し
、
普
及
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
二
六
戸
の
農
家
が
試
験
農
場
か
ら
提
供
し

た
苗
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

年
も
新
規
に
有
志
農
家
を
選
定
し
な
が
ら
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
が
成
功
す
る
コ

ツ
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
植
え
付
け
る
こ
と

と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
試
験
農
場
で
は
一

0
ア
ー

ル
当
た
り
二
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
弱
の
収
量
を
得
、
目
標

の
二
五

0
0
キ
ロ
に
大
分
近
づ
い
て
い
ま
す
。

わ
ら

種
芋
保
存
に
関
し
て
は
、
麦
藁
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
茎
な
ど
で
縦
穴
を
覆
っ
て
保
温
す
る
と
い
う
簡
素

な
方
法
で
九
割
以
上
の
種
芋
を
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
う
や
く
温
度
管
理
の
目
途
が
つ
き
ま
し
た
が
、

課
題
は
、
農
家
自
身
の
手
に
よ
っ
て
冬
場
の
種
芋
保

存
と
苗
作
り
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
今
年
は
有
志

農
家
個
々
で
も
種
芋
を
保
存
す
る
よ
う
、
手
助
け
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
方
の
苗

作
り
は
、
二
年
続
け
て
有
志
農
家
で
実
践
し
て
い
る

簡
易
育
苗
法
が
ま
ず
ま
ず
の
成
績
で
す
の
で
、
こ
の

方
法
を
基
に
普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は
同
じ
栽
培
面
積
で
水
稲
の
二
倍
以

上
の
人
口
を
養
う
こ
と
が
可
能
な
救
荒
作
物
と
し
て

の
一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
日
本
で
食
糧

難
の
時
代
を
サ
ツ
マ
イ
モ
と
共
に
過
ご
さ
れ
て
き

た
年
輩
の
方
々
は
「
も
う
芋
は
結
構
。
一
生
分
食
べ

ま
し
た
」
と
苦
笑
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

や
現
地
で
の
サ
ッ
マ
イ
モ
ヘ
の
人
気
は
非
常
に
高
く
、

例
え
ば
昨
年
の
収
穫
の
際
に
は
実
に
日
本
人
一
人
の

一
生
分
く
ら
い
の
芋
が
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
農
家
達

に
、
半
ば
取
り
合
い
に
近
い
形
で
分
配
さ
れ
た
ほ
ど

で
す
。
こ
の
人
気
こ
そ
は
我
々
に
と
っ
て
の
最
大
の

追
い
風
で
あ
り
、
同
時
に
我
々
自
身
が
サ
ツ
マ
イ
モ

の
試
験
を
続
け
よ
う
と
思
う
一
番
の
理
由
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
そ
れ
こ
そ
現
地
の
人
達

が
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
毎
年
腹
一
杯
サ
ツ
マ
イ
モ
を

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
栽
培
か
ら
種
芋
の
保
存
、
そ

し
て
育
苗
ま
で
、
更
に
実
践
し
や
す
い
技
術
の
確
立

に
努
め
て
行
き
ま
す
。

人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て

今
後
農
業
計
画
の
成
果
を
定
済
さ
せ
る
た
め
に

は
、
作
物
だ
け
で
な
く
人
材
の
育
成
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
先
頭
を
行
く
の
は
こ
れ

C
9

で
文
字
通
り
我
々
と
共
に
働
き
、
共
に
失
敗
に
泣

き
、
共
に
成
功
に
喜
び
な
が
ら
経
験
を
蓄
積
し
て
苔

た
試
験
農
場
の
担
当
農
家
達
で
す
。
「
俺
自
身
が
こ

の
数
年
間
栽
培
試
験
を
や
っ
て
苔
た
種
だ
。
品
質
は

ま

保
証
す
る
。
安
心
し
て
播
い
て
く
れ
」
と
、
今
や
我
々

に
代
わ
っ
て
周
り
の
農
家
に
対
し
て
自
信
を
も
っ
て

指
導
に
当
た
っ
て
く
れ
る
頼
も
し
い
人
材
に
成
長
し

て
き
ま
し
た
。

お
か
げ
で
彼
ら
を
仲
立
ち
に
し
て
た
く
さ
ん
の
篤

農
家
達
と
の
出
会
い
に
も
恵
ま
れ
、
昨
秋
に
は
冒
頭

に
紹
介
し
た
通
り
こ
れ
ま
で
に
な
い
賑
や
か
な
収
穫

祭
も
催
す
こ
と
が
で
苔
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も

最
後
の
最
後
に
残
る
も
の
は
彼
ら
現
地
の
農
家
と
作

物
だ
け
で
す
。
少
し
で
も
多
く
の
成
果
が
、
彼
等
に

よ
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
将
来
に
引
き
継
が
れ
る

こ
と
を
顧
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
一
っ
―
つ
の
積

み
重
ね
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
あ

ら
ゆ
る
面
で
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

で
も
現
地
の
人
達
は
明
る
＜
退
し
く
生
活
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
平
穏
な
生
活

を
求
め
る
顔
い
は
同
じ
で
す
。
我
々
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
人
々
が
安
心
し
て
食
べ
て
い
く
た
め
に
投
じ

た
一
石
が
根
付
く
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
活

動
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
も
我
々
の
活
動
に
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
か
皆

様
も
平
穏
な
日
々
と
共
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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P
M
S
病
院
会
計
担
当

最
近
、
ス
タ
ッ
フ
に
食
事
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
お

か
ず
は
何
か
、
小
麦
は
毎
月
何
袋
必
要
か
、
肉
は
ど
の
く

も
っ
ば

ら
い
の
頻
度
で
食
べ
て
い
る
か
な
ど
。
専
ら
季
節
の
野
菜

を
食
べ
、
肉
は
お
客
が
来
た
時
に
の
み
。
主
食
ナ
ン
を
作

と．
9
L
ろ
―
)
し

る
小
麦
を
買
わ
ず
、
玉
蜀
黍
の
粉
末
を
使
う
家
族
も
あ
っ
た
。

原
池
高
の
影
響
で
軽
油
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
交
通
機

関
の
運
賃
、
料
理
湘
は
も
ち
ろ
ん
、
石
鹸
、
小
麦
、
米
、

豆
類
な
ど
全
て
の
値
段
が
上
が
り
続
け
て
い
る
。

こ
れ
を
機
会
に
、
食
事
に
関
し
て
今
ま
で
の
や
り
方
を

見
直
す
こ
と
に
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
現
地
に
沿
っ

た
活
動
を
続
け
て
お
り
、
食
事
も
例
外
で
は
な
い
。
無
駄

の
省
き
方
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
家
庭
で
の
食
事
を
聞
く
の
が

簡
単
で
、
一
般
的
な
こ
と
が
分
か
る
。
食
事
に
限
ら
ず
現

地
で
の
あ
り
方
は
彼
ら
に
聞
き
、
実
際
に
見
る
こ
と
が

一

番
良
い
。
答
え
は
私
達
の

H
の
前
に
あ
る
。
そ
こ
で
冒
頭

の
質
問
と
な
っ
た
。

私
達
が
何
も
感
じ
な
く
て
も
、
現
地
の
人
達
に
は
贅
沢

な
も
の
、
賛
沢
な
使
い
方
が
あ
っ
た
。
「
前
々
か
ら
思
っ

て
い
た
が
：
・
：
'
」
と
次
々
と
色
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

く
れ
た
。
彼
ら
は
遠
慮
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
は
他
の
人

か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
自
分
に
向
け
ら
れ
る
の
を
避
け
て
い

村
井
光
義

現
地
ス
タ
ッ
フ
に
聞
く

カ
ベ
チ
ョ
ロ
（
ヤ
モ
リ
云
が
、
今
日
も
鳴
い
て
い
る
。

休
日
は
休
日
ら
し
く
？

湘
慨
用
水
路
建
設
担
当

近
藤
真

ア
フ
ガ
ン
流
、

休
日
の
過
ご
し
方

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
規
定
の
メ
ニ
ュ
ー

だ
か
ら
と
値
段
が
二
倍
に
も
な
っ
た
米
（
ナ
ン
と
と
も
に

用
意
し
て
い
た
）
を
食
べ
続
け
て
い
た
り
、
お
か
ず
に
欠

か
せ
な
い
ト
マ
ト
を
ペ
ー
ス
ト
缶
で
代
用
し
た
り
、

一
般

家
庭
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
こ

を
ひ
と
つ
の
家
と
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
う
難
し
い
こ
と
で

は
な
い
の
に
、

一
度
慣
れ
た
も
の
を
変
え
る
の
は
手
間
と

時
間
が
か
か
り
、
今
ま
で
楽
を
し
て
手
を
付
け
ず
に
い
た
。

始
め
て
み
る
と
、
彼
ら
の
内
側
の
土
台
の
よ
う
な
も
の
を

知
る
こ
と
は
新
鮮
で
、
新
た
な
習
慣
が
出
来
る
過
程
を
楽

し
む
余
裕
が
出
て
き
た
。

み
ん
な
の
案
に
健
康
を
意
識
し
た
考
え
を
加
え
た
。
一

食
あ
た
り
三
O

C

C

以
上
使
用
し
て
い
た
油
を
半
分
以
下

に
調
整
し
た
。
こ
こ
で
は
袖
、
砂
糖
で
カ
ロ
リ
ー
摂
取
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
嵩
血
圧
、
糖
尿
病
が
多
く
、
心
臓
発

作
で
の
突
然
死
も
よ
く
耳
に
す
る
。

一
家
の
大
黒
柱
が
倒

れ
る
と
そ
の
家
族
の
行
く
末
は
目
に
見
え
て
い
る
。
親
戚

同
士
の
結
び
つ
き
は
強
い
が
、
ど
の
家
族
も
大
し
た
余
裕

は
な
い

。
普
段
は
何
に
対
し
て
も
量
が
減
る
こ
と
に
抵
抗

を
示
す
が
、
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
と
納
得
し
た
よ
う
だ
。

食
事
な
ど
小
さ
い
事
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

の
当
た
り
前
の
感
覚
を
彼
ら
か
ら
奪
っ
て
し
ま
え
ば
、
少

し
ず
つ
実
際
の
あ
り
方
と
離
れ
て
し
ま
う
。

い
つ
も
難
し

く
思
う
の
は
、
気
を
つ
け
て
い
て
も
一
緒
に
働
く
こ
と
で

良
い
影
評
だ
け
で
な
く
、
無
意
識
に
悪
い
影
響
も
与
え
て

し
ま
う
こ
と
だ
。

P
M
S
の
活
動
に
愛
着
を
感
じ
、
病
院
の
た
め
、
患
者

の
た
め
、
家
族
の
た
め
に

一
生
懸
命
な
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
働
く
の
は
楽
し
い
。
こ
れ
は
日
本
か
ら
来
て
、
い
ず
れ

去
る
者
の
安
易
な
気
持
ち
だ
ろ
う
。
昨
年
ま
で
都
市
部
で

は
少
な
か
っ
た
停
電
は
毎
日
六
時
間
以
上
あ
り
、
政
治
も

安
定
せ
ず
、
物
価
高
は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
先
行
き

に
不
安
を
感
じ
る
中
で
人
々
は
暮
ら
し
て
い
る
。
私
達
に

彼
ら
の
代
わ
り
は
務
ま
ら
な
い
。
こ
の
国
で
生
き
て
い
く

の
は
彼
ら
自
身
で
あ
る
。

木
曜
日
、
現
場
の
仕
事
は
午
前
中
で
終
了
。
十
五
、
十

六
時
に
は
宿
舎
に
着
く
。

金
曜
日
、
休
日
。

休
日
に
や
る
こ
と
と
い
え
ば
、
寝
る
か
食
う
か
読
む
か

......
。
バ
ザ
ー
ル
ヘ
の
外
出
禁
止
が
、
か
れ
こ
れ

一
年
ぐ

ら
い
か
、
そ
れ
以
上
続
い
て
い
る
。
正
確
に
は
覚
え
て
い

な
い
。
外
出
と
言
え
ば
仕
事
に
行
く
と
き
ぐ
ら
い
。
現
場
、

宿
舎
、
現
場
、
宿
舎
、
現
場
、
宿
舎
へ
の
往
復
が
、
ひ
た

す
ら
続
く
。
し
か
し
、
現
場
勤
務
の
人
は
ま
だ
い
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
現
場
と
言
っ

て
も
広
い
。
用
水
路
の
頭
か

ら
尻
尾
ま
で
、
車
で
走
っ
て
も
一
時
間
弱
は
か
か
る
。
広

で
が
す
が

、
な
自
然
の
中
で
、
仕
事
を
す
る
だ
け
で
も
消
々
し
い
。
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孤
独
の
友
は
「
カ
ベ
チ
ョ
ロ
」
の
み

良
い
気
分
転
換
に
な
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
事
務
所
勤

務
の
人
は
私
か
ら
み
る
と
気
の
毒
だ
。
宿
舎
か
ら
市
内
の

事
務
所
へ
、
そ
し
て
事
務
所
か
ら
ま
た
宿
舎
へ
…
…
。

一
週
間
に
一
度
の
木
曜
の
午
後
。
一
週
間
に
一
度
の
金

曜
日
。
日
本
に
住
ん
で
い
た
ら
、
仕
事
の
無
い
日
は
気
晴

ら
し
に
、
映
画
を
み
た
り
、
買
い
物
し
た
り
、
た
だ
ぶ
ら

っ
と
外
に
出
て
み
た
り
。
次
の
日
に
仕
事
が
無
い
の
で
あ

れ
ば
前
の
晩
に
日
本
酒
で
も
一
杯
ひ
っ
か
け
て
、
ほ
ろ

酔
い
気
分
で
次
の
日
は
ゆ
っ
く
り
朝
寝
坊
し
た
り
。
日
頃

の
鬱
憤
を
、
ス
ト
レ
ス
を
、
欲
求
不
満
を
解
消
す
べ
く
、

休
日
を
過
ご
す
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
現
実
は
甘
く
な
い
。
我
々
が
で
き
る
こ
と
と
い

え
ば
朝
寝
坊
、
昼
寝
坊
、
夜
寝
坊
、
時
々
飯
を
食
っ
て
誰

か
と
お
し
ゃ
べ
り
、
本
を
読
ん
だ
り
ゲ
ー
ム
し
た
り
、
た

ま
の
休
日
に
仕
事
に
出
て
み
た
り
、
お
お
な
ん
だ
休
み
の

日
も
意
外
と
お
も
し
ろ
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
込
ん
で
み

た
り
と
、
こ
う
改
め
て
考
え
て
み
る
と
日
本
で
過
ご
す
休

日
よ
り
も
こ
ち
ら
で
過
ご
す
休
日
の
方
が
体
を
休
め
ら
れ

て
よ
り
休
み
ら
し
い
休
み
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
結
論

を
出
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
く
ら
い
平
穏
、
安
泰
な
休

日
で
あ
る
。

日
本
に
帰
っ
て
「
休
日
の
過
ご
し
方
」
な
ん
て
聞
か
れ
て
、

娯
楽
が
無
い
ね
な
ん
て
よ
く
言
わ
れ
る
。

ど
ち
ら
の
休
日
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
、
好
き
嫌
い
は

人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
話
し
て
も
仕
方
が
な
い
。
日
本
で
は

日
本
で
の
休
日
の
過
ご
し
方
が
あ
る
し
、
こ
ち
ら
で
は
こ

ち
ら
で
の
休
日
の
過
ご
し
方
が
あ
る
。
私
は
わ
た
し
、
あ

な
た
は
あ
な
た
。

休
み
の
日
は
、
と
に
か
く
人
と
会
わ
な
い
。
同
じ
屋
根

の
下
で
暮
ら
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
各
々
の
部

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
会
計
担
当

く
ま
し
ろ

神
代
大
輔

•-
屋
に
篭
も
っ
て
い
る
た
め
会
え
な
い
の
で
あ
る
。
会
っ

た
と
こ
ろ
で
何
か
一
緒
に
し
よ
う
な
ん
て
こ
と
は
な
い
が
、

夕
方
晩
飯
時
に
な
る
ま
で
誰
と
も
会
わ
な
い
と
き
さ
え
あ

る。
朝
、
目
が
覚
め
る
。
朝
飯
を
食
べ
に
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
。

誰
も
い
な
い
。
部
屋
に
戻
り
、
布
団
の
中
で
本
を
読
み
だ

す
。
眠
く
な
る
と
そ
の
ま
ま
眠
り
、
目
が
覚
め
る
と
ま
た

本
を
読
む
。
昼
飯
を
食
べ
に
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
。
誰
も
い

な
い
。
部
屋
に
戻
り
、
布
団
の
中
で
ボ
ー
と
す
る
。
私
を

置
い
て
、
み
ん
な
日
本
に
帰
っ
た
ら
し
い
。

「
ギ
ィ
」
と
、
部
屋
に
響
く
嗚
き
声
―
つ
。

ム
ッ
ラ
ー
ヘ
の
授
業
料

ム
ラ
・
サ
—
ブ

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
の
会
計
室
の
片
隅
に
そ
の
箱

が
置
か
れ
た
の
は
、
今
年
の
春
ご
ろ
だ
っ
た
。

も
と
は
お
菓
子
が
入
っ
て
い
た
小
さ
な
そ
の
箱
に
は
、

コ
ピ
ー
用
紙
の
切
れ
端
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
ミ
ミ
ズ
が
の

た
く
っ
た
よ
う
な
文
字
が
書
い
て
あ
っ
た
。
中
に
は
な
ぜ

か
少
額
な
が
ら
お
金
が
入
っ
て
い
た
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
事
務
所
に
は
見
知
ら
ぬ
男
が
出

入
り
し
て
い
た
。
車
両
や
発
電
機
の
修
理
の
た
め
、
バ
ザ

ー
ル
か
ら
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
呼
ん
で
く
る
こ
と
は
多
々
あ
る

．
ふ
今
日
も
や
っ
と
出
て
き
た
。
カ
ベ
チ
ョ
ロ
が
。
お
前
は

ヤ
モ
リ
の
仲
間
か
、
俺
の
仲
間
か
。
い
つ
も
は
ど
こ
か
に

隠
れ
て
鳴
き
声
が
、
足
音
が
、
聞
こ
え
て
く
る
の
み
カ
サ

カ
サ
と
。
人
が
恋
し
く
な
る
と
、
ふ
と
出
て
き
て
静
止
。

「
ギ
ィ
」
と
鳴
け
ど
も
、
私
に
ヤ
モ
リ
の
言
葉
は
分
か
ら

な
い
。
お
前
は
い
つ
も
の
カ
ベ
チ
ョ
ロ
か
、
そ
れ
と
も
別

の
カ
ベ
チ
ョ
ロ
か
。
見
分
け
る
こ
と
も
困
難
な
、
そ
ん

な
一
一
人
の
友
情
も
し
ば
し
の
お
別
れ
、
さ
よ
う
な
ら
。

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
る
休
日
。

今
日
も
充
実
し
た
一
日
で
し
た
、
明
日
の
た
め
に
。

こ
れ
が
ア
フ
ガ
ン
流
、
休
日
の
過
ご
し
方
で
あ
る
。

こ
と
な
の
で
、
特
に
不
思
議
に
も
思
わ
ず
、
彼
も
メ
カ
ニ

ッ
ク
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
が
、
彼
は
い
つ
も
故

障
中
の
車
に
は
向
か
わ
ず
、
事
務
所
の
敷
地
内
に
あ
る
モ

ス
ク
ヘ
向
か
っ
て
い
た
。

よ
く
み
る
と
、
真
っ
白
な
現
地
服
は
油
で
汚
れ
た
形
跡

な
ど
な
い
。
し
か
も
時
折
、
彼
の
た
め
に
モ
ス
ク
ヘ
昼
食

が
運
ば
れ
て
い
る
。

「
あ
れ
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
の
誰
だ
？
」

と
事
務
所
の
チ
ョ
キ
ダ
ー
ル
（
門
衛
）
に
尋
ね
て
み
た
。

「
食
事
だ
っ
て
タ
ダ
で
で
き
る
訳
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぞ
。

侮
度
、
毎
度
、
部
外
者
に
タ
ダ
飯
を
食
わ
せ
て
ん
の
か
」

「
彼
は
ム
ラ
・
サ
ー
ブ
だ
よ
」

が
し
ら

と
チ
ョ
キ
ダ
ー
ル
頭
の
マ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
答
え
る
。

ム
ラ
と
僕
の
耳
に
は
聞
こ
え
る
が
、
手
元
の
電
子
辞
書

で
は
「
ム
ッ
ラ
ー
」
11

イ
ス
ラ
ム
教
の
宗
教
学
者
と
あ
る
。

事
務
所
の
モ
ス
ク
で
ス
タ
ッ
フ
に
講
義
を
し
て
い
る
ら
し

い
。
い
つ
の
ま
に
、
そ
ん
な
人
を
呼
ん
で
い
た
の
か
。

そ
う
言
え
ば
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
運
転
手
の
中
に
一
人
、

ム
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
が
、
彼
は
な
ぜ
ド

ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
・
ム
ラ
の
仕
事
は
し
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み
な
、
す
す
ん
で
募
金

で
、
前
述
の
小
箱
は
ム
ラ
・
サ
ー
ブ
ヘ
の
授
業
料
(
?
)

を
集
め
る
募
金
箱
だ
っ
た
の
だ
。

日
ご
ろ
か
ら
熱
心
に
お
祈
り
し
、
信
仰
心
の
固
ま
り
の

よ
う
な
ア
フ
ガ
ン
人
で
あ
る
。
ど
れ
く
ら
い
お
金
を
人
れ

る
の
だ
ろ
う
。
最
大
の
山
場
で
あ
る
給
料
日
が
や
っ
て
き

こ。f
 給

料
は
会
計
室
で
渡
す
の
で
、
募
金
箱
は
否
が
応
で
も

眼
に
入
る
。
会
計
ス
タ
ッ
フ
の
カ
ー
ベ
ル
が
、
給
料
を
も

ら
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
幕
金
箱
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
事
務
所
で
働
い
て
い
な
い
カ
ナ

ル
ス
タ
ッ
フ
ま
で
募
金
し
て
い
る
。
あ
ん
た
達
は
、
ム
ラ

と
は
会
っ
て
な
い
だ
ろ
う
に
。
し
か
し
、
た
と
え
少
額
で

も
募
金
し
て
当
然
と
い
う
感
じ
で
、
募
金
箱
に
は
ど
ん
ど

ん
お
金
が
入
っ
て
い
く
。

さ
て
、
よ
う
や
く
給
料
も
配
り
終
わ
り
、
箱
を
開
け
て

集
計
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
バ
キ
ス
タ
ン
ル
ピ
ー
札
が

多
い
。
お
か
し
い
、
給
料
は
全
て
ア
フ
ガ
ニ
ー
紙
幣
で
渡

し
て
い
る
の
に
。

折
か
ら
の
ル
ピ
ー
使
用
禁
止
令
の
お
か
げ
で
、
バ
ザ
ー

ル
で
使
い
に
く
く
な
っ
た
ル
ピ
ー
紙
幣
を
処
分
し
て
行
っ

た
よ
う
な
慕
金
箱
の
中
身
。
苦
笑
い
の
カ
ー
ベ
ル
か
ら
は

「
こ
の
金
で
カ
バ
プ
食
べ
よ
う
よ
」
と
呆
れ
る
二
弓
゜

「
お
い
お
い
。
ち
ゃ
ん
と
、
渡
し
て
来
い
よ
。
レ
シ
ー

ト
書
い
て
、
受
領
の
サ
イ
ン
も
忘
れ
る
な
よ
」

と
、
彼
を
会
計
室
か
ら
叩
き
出
し
て
、
そ
の
日
の
仕
事

を
終
え
た
。

は
た
し
て
、
ム
ラ
・
サ
ー
ブ
の
手
元
に
い
く
ら
の
お
金

が
渡
っ
た
の
か
。
僕
は
い
ま
だ
に
そ
の
レ
シ
ー
ト
を
見
せ

て
も
ら
っ
て
は
い
な
い
。

て
い
る
の
か
？

これを書いている六月初旬は、現地では最も暑

くなる時期。数字を見ると嫌気がさすから、温度

計は見ないので確かなことはわからないが、日中

の気温はおそらく四五度前後、もしかしたら五〇

度を超えているかもしれない。

水路現場はまだ涼しい朝五時半から始まり、一

0時に三0分間のチャイ休憩、一三時まで仕事を
している。

ともかく暑い炎天下の中、作業をやるもんだか

ら、一0時のチャイ休憩はすごく重要。時間にな

ると、木陰が近くにあるところはその木陰で、ま

たは現場に点在する見張り人のテントで、全く日

陰が近くにない場合はダンプトラックなど大型車

両で無理やり日陰を作って、太陽光線から避難す

る。透明のカップにたっぷりとざらめの砂糖を入

れ、緑茶を注ぎ、カップの底に砂糖を沈殿させた

まま、グイッと飲む。少しだけ疲れが取れた気に

なる。もちろん、チャイだけでは物足りないので、

ナンと水路現場基地コック長の特製のポテトチッ

プスがでる。

チャイ、ナン、ポテト、飲みながら、食べなが

ら、三0分間の休憩時間を過ごす。そんなとき、

次の作業をどうするだとか、あそこの造成はどう

火火

天
下
の
チ
ヤ

松 イ

> 篇ヽLこヽ

し
よ
う
と
か
、
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
達
と
仕
事
の
話
を

し
て
い
る
の
か
と
思
い
き
や
、
た
い
が
い
バ
カ
な
こ
と
を

話
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
昨
日
、
ラ
ジ
オ
で
言
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
ク
ナ
ー
ル

州
で
一
八

0
歳
の
じ
い
さ
ん
が
死
ん
だ
ら
し
い
ぞ
」

「
え
っ
11"

ひ
ゃ
く
は
ち
じ
ゅ
う
」

「
う
ち
の
村
に
も
一
―
一
九
歳
の
じ
い
さ
ん
が
い
る
け
ど
、

さ
す
が
に
一
八

0
は
聞
い
た
こ
と
ね
え
な
ぁ
」

「
え
え
っ

p"

ひ
ゃ
く
に
じ
ゅ
う
き
ゅ
う
」

聞
き
間
違
い
で
は
な
く
、
確
か
に
彼
ら
そ
う
言
っ
て
い
た
。

真
偽
の
程
は
？
？
？

こ
ん
な
こ
と
も
。

「
ミ
ス
タ
ー
マ
ツ
ナ
ガ
、
ま
だ
結
婚
し
な
い
の
か
？
」

と
、
余
計
な
お
世
話
を
言
っ
て
く
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。

ア
フ
ガ
ン
人
男
性
は
二

0
歳
前
後
で
ほ
と
ん
ど
が
結
婚
す

る
の
で
、
こ
の
手
の
話
を
よ
く
し
て
く
る
。

「
そ
れ
に
は
、
ま
ず
日
本
に
帰
ら
ね
え
と
な
ぁ
」

と
、
帰
国
を
示
唆
す
る
よ
う
に
意
地
悪
く
答
え
る
と

「
お
め
ぇ
は
も
う
八
年
（
実
は
四
年
）
も
こ
っ
ち
に
い
る

だ
か
ら
、
半
分
ア
フ
ガ
ン
人
だ
。
こ
っ
ち
で
結
婚
し
ろ
。

トラックの日陰で休む用水路の作業員たち
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今
回
は
、
会
員
の
皆
様
が
大
き
な
関
心
を
お
持
ち
の
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
、
中
村
医

師
は
、
常
時
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
下
さ
り
、
オ
フ
ィ

ス
に
と
っ
て
も
、
そ
の
対
策
は
最
重
要
課
題
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
万
が
一
、
ワ
ー
カ
ー
に
事
故
が
起
き
れ
ば
、
昨
年

の
韓
国
人
誘
拐
事
件
と
同
様
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

よ
っ
て
大
き
く
報
道
さ
れ
て
、

P
M
S
は
緊
急
の
一
時
撤

退
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
が
目
に
見
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
御
家
族
の
心
配
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
長

年
に
亘
っ
て
進
行
中
の
水
路
工
事
の
中
断
と
い
う
最
悪
の

事
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
戦
時
下
で
あ
る
し
、
大
旱
魃
、
物

過剰な警護が却って危険なことも

近
在

ジ セの
ヤ

キ農ラ
ラ

ユ民ノ‘

I 
リにド

悶 テ支
丑▲ 所昇 イぇ> 

ら
晨誠 担函

れ
治 た

相
手
は
お
れ
が
探
し
て
や
る
」

「
誰
が
半
分
ア
フ
ガ
ン
人
だ
、
誰
が
1
・」

「
お
う
お
う
、
心
配
す
ん
な
。
土
地
な
ら
お
れ
ン
と
こ

を
ち
ょ
っ
と
分
け
て
や
る
よ
。
そ
こ
に
家
建
て
て
住
め
ば

い
い
。
な
ん
な
ら
両
親
も
こ
こ
に
連
れ
て
来
い
」

と
、
勝
手
に

一
人
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
聞

い
て
い
る
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
は
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
な
が
ら
、

ナ
ン
を
ち
ぎ
り
、
ポ
テ
ト
を
頬
張
り
、

し
込
む
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
ち
一

0
時
半
に
な
る
と
、

ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
戻
っ
て
い
く
。
三
〇

分
前
ま
で
灼
熱
の
現
場
に
い
た
こ
と
は
、
お
い
し
い
チ
ャ

イ
と
バ
カ
な
話
で
す
っ
か
り
忘
れ
、
作
業
を
再
開
す
る
。

こ
ん
な
感
じ
で
日
々
水
路
現
場
は
や
っ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
イ
を
喉
に
流

ひ
っ
ぱ
（

価
の
急
激
な
高
騰
に
よ
る
生
活
の
逼
迫
で
、
い
つ
何
が
起

こ
っ
て
も
当
然
と
思
わ
れ
る
状
況
が
、
こ
こ
数
年
の
間
、

続
い
て
い
ま
す
。
日
本
大
使
館
か
ら
、
国
連
の
情
報
に
基

づ
い
て
、
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
誘
拐
計
画
情
報
、
自
燥
テ

ロ
情
報
等
が
、
毎
月
三
回
以
上
、
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ

の
国
連
情
報
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ブ
ル
本
省
か
ら
、
我
々
が

活
動
し
て
い
る
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
の
情
報
局
、
地
方
警
察

局
に
緊
急
通
達
が
届
き
、
政
府
役
人
や

N
G
0
の
安
全
対

策
組
織
の
担
当
者
が
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
、

P
M
S
の
オ

フ
ィ
ス
に
訪
れ
て
き
ま
す

中
村
医
師
の
基
本
方
針
は
、
一
言
で
言
う
と
政
府
関
係

に
対
し
て
は
、
「
面
従
腹
背
で
あ
れ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
説
明
が
非
常
に
難
し
い
の
で
す
が
：
．
o

具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
と
、
地
方
警
察
局
が

P
M
S
の
活
動
を
保
護
す
る
た
め
に
、
警
察
車
が
共
に
行

動
す
る
と
言
っ

て
ぎ
ま
す
。
当
然
、
善
意
・
好
意
で
言
っ

て
き
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
、
却

っ
て
危
険
が
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
府
反
対
勢
力
の

当
面
の
標
的
は
、
政
府
役
人
・
軍
隊
・
警
察
関
係
で
あ
り
、

共
に
行
動
す
る
と

P
M
S
も
標
的
と
な
っ
て
巻
き
込
ま
れ

u
i
f
 

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
無
碍
に
断
る
訳

に
は
い
か
ず
、

「
あ
り
が
た
い
話
で
す
が
、
共
に
行
動
す

る
の
で
は
な
く
、

P
M
S
の
活
動
地
域
の
バ
ト
ロ
ー
ル
だ

け
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
手
を
打
ち
ま
す
。
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次
か
ら
次
へ
と
厄
介
な
話
が
舞
い
込
み
、
一
時
は
応
対
に

右
往
左
往
し
て
い
た
の
で
す
が
、
私
は
あ
る
時
期
か
ら
、

中
村
医
師
が
そ
れ
と
な
く
言
っ
て
い
た

P
M
S
の
安
全
性

の
高
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

一
時
期
、
カ
ー
ブ
ル
本
省
へ
の
、

P
M
S
の
活
動
報
告

が
途
絶
え
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
た
の
で
す
が
、
最

近
、
本
省
の
お
役
人
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
の
経
済
省
・
泄

漑
省
の
ト
ッ
プ
の
方
達
が
、
カ
ナ
ル
（
水
路
）
の
現
場
に
足

繁
く
視
察
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。
そ
の
現
政
府

の
お
役
人
達
が
、
完
成
間
近
の
水
路
を
見
て
、
心
か
ら
感

動
し
、
感
謝
し
て
お
り
、
本
気
で

P
M
S
を
支
援
し
ガ
ー

ド
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
実
感
と
し
て
分
か

り
ま
し
た
。

一
方
の
反
政
府
勢
力
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
、
組
織
と
し

て
、
歴
然
と
表
面
化
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

近
在
の
農
村
の
な
か
に
、
深
く
静
か
に
実
体
と
し
て
潜
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
近
在
の
農
村
の
人
達
こ
そ
、

P
M
S
の
二
0
年
以
上
に
亘
る
医
療
•
井
戸
・
農
業
・
水

路
の
実
際
活
動
を
、
ま
さ
に
そ
の
目
で
見
つ
め
、
恩
恵
を

受
け
、
心
の
底
か
ら
感
謝
し
て
い
る
人
達
な
の
で
す
。
こ

の
村
人
達
が
陰
な
が
ら
、

P
M
S
を
支
持
し
、
保
護
し
て

ガ
ー
ド
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

P

M
S
は
あ
る
意
味
、
対
立
す
る
両
サ
イ
ド
か
ら
保
護
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
こ
の
事
実
に
気
づ
い
た
と
き
、
「

P
M
S
の
二
〇

年
に
亘
る
実
績
こ
そ
が
、
人
々
の
信
頼
と
保
護
を
育
て
安

全
を
生
み
出
し
て
い
る
」
と
い
う
実
感
が
、
自
分
の
身
体

に
染
み
渡
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し

て
、
楽
観
と
油
断
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
戦
時
下
で
あ
る
こ

予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
ヘ
の
備
え

と
、
ま
た
、
大
旱
魃
に
よ
る
物
価
の
急
騰
で
、
い
つ
暴
動

や
反
政
府
活
動
が
突
発
す
る
か
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
に
紛
れ

て
、
強
奪
事
件
が
起
き
る
可
能
性
も
高
い
の
で
す
。
四
川

省
の
大
地
震
も
そ
う
で
す
が
、
事
故
は
全
く
予
想
の
つ
か

な
い
形
で
突
然
、
勃
発
し
ま
す
。

仕
事
を
進
め
カ
ナ
ル
を
完
成
す
る
た
め
に
は
、
中
村
医

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
西
野

で
す
。

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
は
ま
た
長
く
暑
い
夏
が
始
ま
り
ま
し

た
。
去
年
の
夏
、
下
痢
で
一
日
中
ト
イ
レ
に
こ
も
っ
て
い

た
日
や
マ
ラ
リ
ア
で
日
本
に
帰
り
た
い
と
思
っ
た
日
な
ど

が
恐
ろ
し
く
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
ま

だ
経
験
し
て
い
な
い
腸
チ
フ
ス
や
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
、
サ

ソ
リ
な
ど
の
現
地
特
有
の
病
気
に
怯
え
つ
つ
、
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
夏
が
早
く
終
わ
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
の

一
年
間
で
し
た
が
、
診
療
所
に
は
い
く
つ
か
の
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。

医
師
が
一
人
か
ら
三
人
に
増
え
、
一
ヶ
月
ご
と
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
か
ら
診
療
所
専
属
の
医
師
と
な
り
ま
し

ロ
ー
テ
—
シ
ョ
ン
か
ら
常
駐
体
制
へ

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
医
師西

野
恭
平

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て

小
さ
な
命
を
救
う

師
の
言
う
通
り
、
日
常
生
活
の
中
で
、
村
人
達
と
の
関
係

を
大
切
に
し
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
く
こ
と
が
、
最

も
大
切
な
の
で
す
。
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
さ
ま
、
現
地
ワ
ー

カ
ー
達
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
配
慮
を
御
理
解
頂
き
、

今
後
と
も
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ス
タ
ッ
フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
医
師
の
診
療
所
に
対
す
る
責
任
感
、
患
者
と
の
信
頼

関
係
な
ど
が
強
ま
り
、
診
療
に
良
い
影
響
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。ま

た
、
去
年
の
十
二
月
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し

ま
し
た
。
最
初
は
一
日
数
人
程
度
だ
っ
た
接
種
人
数
も
今

で
は
三

0
人
程
度
に
増
え
、
着
実
に
浸
透
し
て
き
て
い
ま

す。
し
か
し
、
一
番
の
変
化
は
そ
う
い
っ
た
形
や
数
字
で
表

れ
る
も
の
で
な
く
、
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
自
身
の
中
に
起
き

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
重
症
の
患
者
を
都
市
部
の
病

院
へ
送
ら
ず
自
分
た
ち
で
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

患
者
の
た
め
に
診
療
所
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
話
し
合
っ

た
り
、
患
者
の
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
四
時
間
以
上
か

か
る
村
へ
実
際
に
歩
い
て
い
っ
て
み
た
り
、
と
ス
タ
ッ
フ

の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ス
タ
ッ
フ
の
熱
い
気
持
ち
を
本
当
に
強
く
感
じ

ぜ
ん
そ
（

た
日
が
あ
り
ま
し
た
。
重
度
の
喘
息
発
作
の
子
が
診
療
所

に
入
院
し
た
日
、
心
配
だ
か
ら
と
夜
中
一
睡
も
せ
ず
患
者

の
様
子
を
見
続
け
た
看
護
師
の
ア
ー
ベ
ッ
ト
さ
ん
、
当
直

で
も
な
い
の
に
働
き
続
け
た
ハ
フ
ィ
ー
ズ
医
師
、
点
滴
や

薬
の
準
備
を
し
た
グ
ラ
ン
・
モ
ハ
マ
ッ
ド
さ
ん
、
医
療
ス

ッ
フ
で
は
な
い
も
の
の
患
者
の
た
め
に
一
晩
中
様
々
な

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
を
国
内
一
の
診
療
所
に
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昨
年
十
月
下
旬
よ
り
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
も
ど
り
、

P
M

s基
地
病
院
の
薬
局
で
、
再
び
活
動
し
て
い
ま
す
。
四
ヶ

月
半
ぶ
り
で

P
M
S
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
人
々
に
暖
か
く
迎

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
治
療
で
、
特
別
な

訓
練
を
し
て
き
て
病
院
と
と
も
に
育
っ
て
き
た
診
療
要
員

が
い
ま
す
。
五
名
の
長
年
に
亘
っ
て
働
い
て
い
る
看
護
職

員
と
薬
局
ア
シ
ス
タ
ン
ト
一
名
が
、
今
年
一
月
よ
り
オ
ー

ル
ド
バ
ザ
ー
ル
近
く
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始

め
ま
し
た
。
こ
の
五
名
の
看
護
職
貝
以
外
の
理
科
系
の
学

校
を
卒
業
し
て
い
る
看
護
職
員
一
名
は
、
去
る
九
月
よ
り

P
M
S
病
院
か
ら
五
分
位
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
ニ
年

開
業
の
資
格
を
取
り
に

P
M
S
病
院
薬
局
担
当

河
本
定
子

学
校
に
通
い
始
め
た

ス
タ
ッ
フ

手
伝
い
を
し
続
け
た
グ
ラ
ン
・
ジ
ャ
ン
さ
ん
や
サ
イ
ド
・

モ
ハ
マ
ッ
ド
さ
ん
、
そ
の
時
診
療
所
に
い
た
全
て
の
ス
タ

ッ
フ
が
協
力
し
、
夜
中
一
度
は
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
心
臓

を
蘇
生
さ
せ
、
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
っ
―
つ
の
変
化
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

ん
な
一
っ
―
つ
の
経
験
を
通
し
て
、
こ
の
診
療
所
の
仲
間

が
今
‘
―
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
動
き
始
め
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。
都
市
部
に
あ
る
政
府
や
国
際
機
関
の
大

家
庭
菜
園
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
し
か
し

き
な
病
院
の
よ
う
に
十
分
な
設
備
や
検
査
、
薬
な
ど
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
で
は
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ

る
ア
ー
ベ
ッ
ト
さ
ん
や
サ
ル
フ
ラ
ー
ズ
さ
ん
を
中
心
と
し

て
「
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
一
の

診
療
所
に
す
る
ん
だ
ー
・
」
と
本
気
で
言
っ
て
い
ま
す
。

決
し
て
順
風
満
帆
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
診
療
所

が
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
一
の
診
療
所
」
に
な
る
日
を
夢
見
て
、

長
く
暑
く
辛
い
夏
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
を
卒
業
す
る
と
薬

局
を
開
業
で
き
る
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

文
科
系
の
卒
業
生
五
名
の
う
ち
、
四
名
は
看
護
士
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
デ
イ
プ
ロ
マ
〈
修
了
証
〉
、
そ
し
て
一
名
は

フ
ァ
マ
シ
ー
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
デ
ィ
。
フ
ロ
マ
が
も
ら
え
ま

す。
今
後
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
に
対
す
る
励
み
に
な
る
と
同
時

に
、
将
来
的
に
も
安
心
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
無
事

卒
業
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
、
物
価
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
、
暮
ら

し
に
影
響
が
出
て
来
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
は
生
活
を
快
適
に
す
る
＜

ふ
う
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
は
家
庭
菜
園
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
一
月
に
、

ほ
う
れ
ん
草
の
苗
を
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
よ
り
分
け
て
も
ら

っ
て
ベ
ラ
ン
ダ
で
育
て
始
め
ま
し
た
。
八
百
屋
で
売
っ
て

い
る
ね
ぎ
を
数
日
放
置
し
て
お
け
ば
、
根
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
も
い
っ
し
ょ
に
鉢
に
植
え
て
み
ま
し
た
。

冬
は
、
た
母
日
水
や
り
の
必
要
も
な
く
よ
う
す
を
見
な
が

ら
、
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
。

師
朝
ベ
ラ
ン
ダ
の
網
戸
を
あ
け
て
、
お
て
ん
と
う
さ
ま

＇
は
う
れ
ん
草
と
ね
ぎ
に
お
は
よ
う
と
挨
拶
を
し
て
、
毎

日
葉
が
伸
び
る
の
を
み
て
、
い
ず
れ
食
べ
ら
れ
る
日
を
楽

し
み
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
の
朝
ほ
う
れ
ん
ザ
早
の
葉
が
一
、
二
枚
足
り
な
い

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
よ
く
見
て
み
る
と
葉
が
食
い
ち
ぎ

ら
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
び
っ
く
り
し
て
、
心

配
し
な
が
ら
お
そ
る
お
そ
る
次
の
日
注
意
深
く
見
て
み
る

と
、
や
は
り
ま
た
菓
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
後
が
あ
り
ま
す
。

一
体
何
者
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
侵
入
し
て
き
て
い
る
の
か
。
正

体
を
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

数
日
後
の
朝
礼
で
中
庭
か
ら
上
を
仰
ぎ
見
る
と
、
ベ
ラ

ン
ダ
の
す
だ
れ
の
向
こ
う
側
に
、
朝
日
を
浴
び
て
何
者
か

の
影
が
映
し
出
さ
れ
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
そ
の
何
者
か

は
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
と
歩
い
て
薬
っ
ぱ
を
突
っ
つ
い
て
い
る

よ
う
に
み
え
ま
し
た
。
犯
人
は
、
小
鳥
だ
っ
た
の
で
す
。

ゲ
ス
ト
ク
ォ
ー
タ
ー
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
侵
入
者
が
、
い
っ

ぱ
い
や
っ
て
き
ま
す
。
何
種
類
か
の
鳥
や
、
猫
は
ベ
ラ
ン

ダ
の
散
歩
、
り
す
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
と
屋
上
階
下
の
ぶ
ど
う

の
木
を
忙
し
く
飛
び
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

ほ
う
れ
ん
草
は
、
無
事
に
収
穫
で
き
、
ね
ぎ
と
と
も
に

味
噌
汁
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
初
め
て
の
収
穫
な
の
で
、

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
に
一
口
ず
つ
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
近
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
ぶ
ど
う
の
木
の
つ
る
を
利
用
し
て
、

ぶ
と
う
棚
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
で
本
を
読
ん
だ
り
う
た

た
寝
を
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
で
き
る
空
間
が
で
き
ま

し
た
。
今
は
、
新
た
に
ぶ
ど
う
棚
の
下
に
枝
豆
と
数
種
類

の
野
菜
を
植
え
た
鉢
を
並
べ
ま
し
た
。
ま
た
育
て
て
、
枝

豆
と
ペ
プ
シ
で
、
も
っ
と
も
暑
い
猛
暑
を
乗
り
切
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
様
、
友

人
、
知
人
そ
し
て
家
族
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
こ

ざ
い
ま
す
。
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こ
の
数
年
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ン
の
国
境
付

近
の
整
備
が
進
ん
だ
。
数
年
前
ま
で
は
小
屋
だ
っ
た

ア
フ
ガ
ン
側
の
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ビ
ル
に
な

り
、
廃
車
の
パ
ー
ツ
を
商
っ
て
い
た
コ
ン
テ
ナ
店
舗

は
再
開
発
さ
れ
て
道
路
も
舗
装
さ
れ
た
。

H
立
つ
の
は
昨
年
ま
で
は
表
に
出
な
か
っ
た
米
軍

で
、
完
全
武
装
し
て
警
備
に
当
た
っ
て
い
る
。
ア
フ

ガ
ン
人
の
副
院
長
は
壁
に
押
し
付
け
ら
れ
て
身
体

け
し
か

検
査
さ
れ
た
上
、
犬
を
際
け
ら
れ
た
と
憤
っ
た
。
偵

察
用
ヘ
リ
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
い
た
私
を
認
識
す
る

と
、
旋
回
し
て
至
近
距
離
か
ら
威
嚇
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。私

た
ち
の
工
事
現
場
付
近
で
は
、
装
甲
車
か
ら
ワ

イ
ン
の
空
瓶
を
投
げ
捨
て
た
り
、
あ
げ
く
に
装
甲
車

ご
と
用
水
路
に
転
落
す
る
こ
と
も
一
度
な
ら
ず
あ
っ

た
。
ア
フ
ガ
ン
戦
争
末
期
の
ソ
ビ
エ
ト
兵
の
よ
う

う
わ
さ

に
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
喫
煙
の
噂
も
広
が
っ
て
い
る
。
兵

い
ら

士
の
物
々
し
さ
と
苛
立
ち
が
、
袋
小
路
に
陥
っ
た

「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
出
口
の
な
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ン
は
、

一
九
七
九
年
末
の
ソ
ビ
エ
ト
軍
侵

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長

福
元
満
治

●
碍
地
訪
問
輻
告

人
災
と
天
災
の
荒
野

ー

な

い

も

の

と

あ

る

も

の

ー

|

攻
以
来

一
0
年
間
で
、

二
0
0
万
人
の
死
者
と
六
〇

0
万
人
の
難
民
を
出
し
た
。

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
向
か
っ
て
し
ば
ら
く
車
で
走

る
と
昨
年
と
風
景
が
違
う
。

二
0
0
二
年
以
降
広
が

っ
て
い
た
赤
白
ピ
ン
ク
の
お
花
畑
が
見
当
た
ら
な
い
。

い
く
ら
目
を
凝
ら
し
て
も
小
麦
畑
だ
け
で
ケ
シ
畑
が

な
い
の
だ
。
理
由
は
ケ
シ
（
ア
ヘ
ン
）
相
場
の
暴
落
と

国
際
的
な
小
麦
価
格
の
急
騰
で
あ
る
。
ケ
シ
は
タ
リ

バ
ン
政
権
末
期
に
は
撲
滅
寸
前
で
、
一
キ
ロ
五
万
ル

ピ
ー
（
約
一

0
万
円
）
だ
っ
た
も
の
が
、
政
権
崩
壊

後
過
剰
と
な
り
（
世
界
の
生
産
量
の
九
四
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
わ
れ
る
）
七
千
ル
ピ
ー
に
ま
で
下
が
っ
た
の

で
あ
る
。
笑
え
な
い
冗
談
で
あ
る
。

そ
の
後
も
内
戦
、
タ
リ
バ
ン
政
権
に
よ
る
実
効
支

配
、
米
軍
に
よ
る
報
復
爆
撃
と
戦
乱
が
治
ま
ら
な
い
。

戦
争
ば
か
り
か

二
0
0
0年
夏
か
ら
は
、
放
置
す

れ
ば

一
0
0
万
人
が
餓
死
す
る

(
W
H
0
世
界
保
健

か
ん
ば
つ

機
関
の
誓
告
）
と
い
う
大
旱
魃
に
も
見
舞
わ
れ
て
い

る
0

I
 

0
0
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
か
っ
た
穀
物
自
給
率

は
、
旱
魃
で
六
割
を
割
り
、
小
麦
や
食
物
油
が
倍
近

く
に
高
騰
し
た
。
貧
し
い
も
の
に
と
っ
て
は
、
二
重

一
二
璽
の
災
厄
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
事
務
所
の
あ
る
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内

に
入
る
と
、
奇
妙
な
活
気
が
町
に
あ
ふ
れ
場
違
い
な

豪
邸
も
町
に
増
え
て
い
る
。
空
爆
・
占
領
と
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
復
楔
バ
ブ
ル
で
あ
る
。
軍
だ
け
で
な
く
復

興
支
援
に
き
た
国
連
や

N
G
o
（
非
政
府
組
織
）
の
御

用
達
で
賃
金
、
家
賃
も
急
騰
し
、
甘
い
汁
を
た
っ
ぷ

り
吸
っ
た
富
裕
層
も
い
る
の
で
あ
る
。

「
国
際
社
会
」
に
よ
る
復
典
援
助
資
金
一
五

0
億
ド

ル
、
米
軍
の
戦
費
三

0
0
億
ド
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
町
を
一
歩
郊
外
に
出
る
と
、
土
漠
の
荒
野
に

強
制
帰
還
で
戻
さ
れ
た
泥
造
り
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
が

広
が
っ
て
い
る
。
二

0
年
前
に
難
民
と
な
り
二
年
前

に
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
追
い
返
さ
れ
た
人
々
の
キ
ャ
ン

プ
だ
。
私
た
ち
は
そ
の
キ
ャ
ン
プ
に
井
戸
を
掘
っ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
あ
る
小
学
校
を
訪

ね
た
。
い
く
張
り
か
の
テ
ン
ト
が
あ
る
だ
け
で
、
五

百
人
の
男
女
の
子
供
た
ち
は
炎
天
下
で
の
青
空
学
級

で
あ
る
。
ま
だ
気
温
は
三

0
度
程
度
だ
が
、
六
月
に

な
れ
ば
四

0
度
を
超
す
。
地
べ
た
に
座
り
、
前
に
た

つ
同
級
生
の
朗
読
に
あ
わ
せ
大
き
な
声
で
唱
和
す
る
。

か
げ

ノ
ー
ト
も
満
足
に
な
い
子
供
た
ち
の
騎
り
の
な
い
瞳

と
屈
託
の
な
い
声
に
、
私
の
渇
い
て
衰
弱
し
か
け
た

魂
が
鼓
舞
さ
れ
る
。

て
の
ひ
ら

な
い
も
の
に
も
掌
の
中
の
風
が
あ
り
、

あ
る
も
の
に
は
崩
壊
と
不
足
し
か
な
い
。

ペ
ル
シ
ャ
の
詩
人
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
「
ル

バ
イ
ヤ
ー
ト
」
（
四
行
詩
）
の
前
旬
二
行
で
あ
る
。
私

は
ど
ち
ら
の
側
に
い
る
の
か
、
し
ば
し
自
問
す
る
。

も
ち
ろ
ん
「
あ
る
も
の
」
の
側
で
あ
る
。
「
ル
バ
イ
ヤ

ー
ト
」
の
後
句
は
次
の
二
行
で
あ
る
。

な
い
か
と
思
え
ば
、
す
べ
て
の
も
の
が
あ
り
、

あ
る
と
見
れ
ば
、
す
べ
て
の
も
の
が
な
い
。

（二

0
0
八
年
五
月

「
西
日
本
新
聞
」
連
載
の
一
部
を
再
録
）

（
小
川
亮
作
訳

岩
波
文
庫
）
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ペシャワール会の皆様、お久しぶりです。

二00四年から0六年まで現地ワーカーとして、

アフガニスタンで働かせて頂いた神戸です。私は、

現在JICA（国際協力機構）青年海外協力豚貝

として、西アフリカのニジェールで活動していま

す。ニジェールという国は、国土面積が―二六万

平方キロ（日本の三•四倍）ありますが、このうち約六五パーセントをサハラ砂漠が占めており、国

土の一―一・一パーセントは年降雨量が二00¥

四00ミリと少ないサヘル地帯です。こうした厳

しい環境の中、国民の八0バーセントは農村部に

居住し、自給的な天水農業を営んでいます。また、

この国は、度重なる旱魃や人口増加により、年々

進む「砂漠化」が深刻な問題の一っとされています。

そうした環境の中、私に求められているのは、

「砂漠化防止」のための環境分野の活動です。ま

だ赴任して一年足らずで、大きな成果を挙げるに

は至っていませんが、今回、報告する機会を頂き

ましたので、私の現在行っている二つの活動につ

いて書かせて頂きまず。

―つ目は、小学校で行っている「学校植林」です。

APP（生産活動実習）という、日本の総合学習の

ような時間を使わせてもらい、ニーム（学術名[

二・元 植ジワI林ェ↓教 l6 
育とJでレ 眉B 

当 か R
神 ま

； ど作
樹 り

ど
d
i
r
a
c
h
t
a
i
n
d
i
c
a
)

と
い
う
木
の
苗
木
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
苗
床
の
確
保
、
苗
木
作
成
に
係
る
必
要
物
資
の
準

備
、
食
害
対
策
は
父
兄
と
学
校
が
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
日
の
水
遣
り
は
子
ど
も
達
が
責
任
を
持
っ
て
や

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
環
境
教
育
の
一
環
と
捉
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ま
ず
、
子
ど
も
達
に
「
木
を
植
え

る
」
と
い
う
こ
と
を
実
践
を
通
し
て
学
ん
で
も
ら
い
、
そ

の
上
で
、
「
木
の
大
切
さ
」
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
村
の
女
性
と
行
っ
て
い
る
「
改
良
か
ま
ど

の
普
及
」
で
す
。
改
良
か
ま
ど
は
、
粘
土
と
家
畜
の
糞
を

使
っ
て
作
る
の
で
、
お
金
を
か
け
ず
村
に
あ
る
材
料
で
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
熱
効
率
が
良
く
、
薪
の
使

用
を
削
減
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
利
点
を
理
解
し
て
い
る
現
地
人
は
、
こ
ち
ら
の
言
葉
で

「
マ
ガ
ニ
・
ハ
マ
ダ
」
（
砂
漠
の
薬
）
と
言
う
そ
う
で
す
。

こ
れ
を
小
学
校
、
識
字
教
室
な
ど
の
施
設
を
通
し
て
、
女

性
と
の
信
頼
関
係
を
作
り
な
が
ら
、
啓
発
そ
し
て
製
作

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
料
理
は
、
女
性
の
仕
事
で
す
が
、

か
ま
ど
の
製
作
に
は
、
村
に
よ
っ
て
は
小
学
生
や
男
性
も

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
啓
発
、
製
作
に
は
、
か
ま
ど
を
使
う

女
性
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や
男
性
な
ど
様
々
な
人
を
巻

き
込
み
、
よ
り
多
く
の
人
に
「
か
ま
ど
の
利
便
性
」
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
が
果
た
し
て
、
本
当
に
「
砂
漠
化
防
止
」

に
繋
が
る
の
か
？
と
自
問
自
答
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
今
は
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
住
民
自

身
が
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
起
こ
っ
て
い
る
「
環
境
問
題
」
を
少

し
で
も
考
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
と

一
応
の
結
論
を
出
し
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
ほ
ん
の

一
瞬
で
も
良
い

の
で
、
か
ま
ど
に
薪
を
く
べ
る
時
、
新
し
い
木
を
移
植
す

る
時
、
「
木
の
大
切
さ
」
を
考
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思

▼
未
使
用
の
切
手
、

ハ
ガ
キ
を
1
・▼

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

/

-
年

t
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ン
と
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
同
じ
イ
ス
ラ
ム
圏
で
す
が

相
違
点
や
類
似
点
な
ど
を
つ
い
比
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
は
目
の
前
に
い
る
ニ
ジ
ェ
ー
ル
人
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
、
彼
ら
が
本
当
に
必
要
と
す
る
活
動
が
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。
お

送
り
下
さ

っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し
て
別

納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
憫
に
代
行
業
者
名

が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ

っ
た
郵
便
払
い
込
み
用
紙

は
、
郵
便
局
か
ら
は
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、
文

字
が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円
か
か

っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ
の
ハ

ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
（
使
用

済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」
で

お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
料
金
の
代
わ

り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。



2008年 6月25日 ペシャワール会報 No.96 24 

阪者、悶且且0円

用水路を拓く
アフガンの大地から

世界の虚構に挑む

●養老孟司氏絶賛 用水路建設事
業の7年をつづった惑動の記録

丸腰のボランティア
すべて現場から学んだ
中村哲編 (2刷]1890円

空爆と「復興J1嘆J]1890円

辺境で診る 【3刷】1890円

辺境から見る
ダう工・ヌールヘの道

(3刷12100円

医者井戸を掘る腐嘉］円

医は国境を越えて開始
ペシャワールにて 需佃

＊
小
安
定
な
治
安
の
中
に
あ
っ
て
も
、
事
業
は
現
地
農
民
の
信

頼
を
受
け
確
実
に
継
続
さ
れ
て
き
た
。

医
療
に
つ
い
て
は
、
本
部
病
院
の
活
動
許
可
が
、
実
質

二

0

0
九
年
末
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で

は
西
野
医
師
が
診
療
を
始
め
て
一
年
が
経
過
し
た
。
中
村
医
師

も
多
忙
な
工
事
の
合
間
を
縫
っ
て
職
員
に
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
こ

と
が
あ
る
。
農
業
に
つ
い
て
は
、
報
告
に
あ
る
よ
う
に
サ
ッ
マ

イ
モ
や
お
茶
そ
れ
に
飼
料
作
物
の
栽
培
に
そ
れ
ぞ
れ
目
鼻
が
つ

き
始
め
た
。

こ
の
五
年
間
、
も
っ
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
た
用
水
路

建
設
は
、
第
二
期
工
事
の
完
成
も
目
前
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
ク
ナ
ー
ル
河
の
渇
水
に
よ
り
取
水
不
能
に
陥
っ
た

周
辺
農
村
の
用
水
路
修
復
も
行
わ
れ
た
。
旱
魃
と
小
麦
の
暴
騰

で
瀬
戸
際
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
牒
民
の
苦
境
は
、
取
水
セ
レ

モ
ニ
ー
に
出
席
し
た
一
老
農
夫
の
、
「
う
れ
し
く
て
胸
が
痛
い
」

と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

第
三
期
工
事
は
、
緑
化
と
開
拓
で
あ
る
。
特
に
「
自
立
定
着

村
」
は
、
旱
魃
と
食
科
暴
騰
を
乗
り
切
る
た
め
に
必
然
的
に
生

み
出
さ
れ
た
構
想
で
あ
る
。
用
水
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を

持
っ
た
職
能
集
団
の
典
業
自
立
村
を
創
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
が
苦
闘
を
強
い
ら
れ
る
中
、
背
後
か
ら
銃
を
撃
つ
よ

う
な
政
策
が
政
府
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
要

話
に
よ
る
陸
上
自
衛
隊
の
ア
フ
ガ
ン
派
遥
案
で
あ
る
。

●
事
務
局
便
り

◎

村
か
ら

愚者鴨虹
の物語

1890円

石風社 福岡市中央区渡辺通2-3-24
竜話092(714)4838

アフガニスタンの
609円診療所から

束京都台東区泣l]U2-6-4
電話03(5687)2670

価格はすべて税込価格（税5%）です

新
参
者
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
三
月
に
関
東
か
ら
福
岡
に
越
し

て
き
て
、
四
月
に
会
貝
に
な
り
、
六
月
の
九
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
報
告
会
に
出
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
な
に
か
書
き
ま
し
た
ら
、
事

務
局
か
ら
呼
び
出
し
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
来
、
週

一
回
程
度
事
務
局
に
出
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
の
現
地
報
告

会
で
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
こ
の
会
の
う
れ

し
い
と
こ
ろ
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
も
‘
1
0
年

二
0
年
と
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
か
ら
感
謝
さ
れ
、
わ

ず
か
な
会
費
で
も
確
実
に
現
地
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実

感
を
持
て
る
こ
と
で
す
。
会
の
活
動
の
全
容
を
知
っ
た
の
は
、

二
0
0
二
年
に

「
は
ん
と
う
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
』
（
光
文
社
）

を
読
ん
で
か
ら
で
す
。
笑
顔
の
少
年
少
女
達
の
写
真
を
見
、
中

村
医
師
の
こ
と
ば
「
こ
れ
以
上
の
悲
惨
が
あ
る
か
と
い
う
中
で

も
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
死
ぬ
ま
で
生
き
生
き
と
く
ら
し

て
い
ま
す
」
を
読
む
と
涙
が
噴
き
出
し
ま
す
。
あ
あ
、
こ
れ
は

六
0
年
前
の
自
分
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
磁
法
九
条

は
守
り
た
い
し
、
筑
後
川
の
山
田
堰
も
見
に
行
き
た
い
も
の
で

す。

(
M
)

p
 

戦
闘
部
隊
で
あ
る

I
S
A
F
(I
I
N
A
T
O
軍
）
へ
の
参
加
／

後
方
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
現
地
で
培
わ
れ
て
き
た
日
本
へ
の
信

頻
を
根
底
か
ら
瓦
解
さ
せ
、
活
動
す
る
日
本
人
の
生
命
を
脅
か

す
歴
史
的
愚
行
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
訴
え
た
い
。

目
的
と
す
る
。

上
村
第
二
‘
ビ
ル
六
〇

会

則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
0
0
0
円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
員

lo、
0
0
0
円
の
年

会
技
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

゜
`
?
 

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

⑨
本
会
の
事
務
局
を
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わ
く

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

会
の
運
営
を
行
う
。
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